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日日本本ののDDMMOOのの特特徴徴  

 井口 日本人は、つまんで、つまんで、つまんで、

考えて、頭の中に麒麟さんを作ってしまう。羽があっ

て、牙があって、首が長くてという、そんな生きもの

はいない。 

 藤巻 「鵺（ぬえ）」的な存在ですね。 

 井口 「鵺」的な存在を考えるんです。日本人は、

ポジティブに考えて「鵺」を作ってしまいますけれど

も、それぞれのパーツに要素がある。 

 渡邊 パーツを集めていいとこ取りするのではなく

て。 

 井口 本当にそう思います。海外を実際に見てヒア

リングをすると、日本のDMOは、かなり「鵺」的状態

なんです。どこをモデルにしているんだという。でも、

みんな分かっていなくて言っているんです。 

 藤巻 実際に事業をやって成功している人が、経験

で語ってくれるとすごく説得力があるんですよね。 

 井口 だから、僕は自分でやってみて、仮説でいっ

て、実際の海外の現場を見て、自分なりにそれを解釈

してやってみて、「あ、こういうことだね」というのを

体系化して形にしている。 

 藤巻 社長さんの言われたこと分かりやすく本にし

ていただけるとすごくいいなと思います。 

 井口 皆さんが本にしてくれればいいですけど。 

 藤巻 社長さんの言葉を聞いて、その場でみんなは

納得するけれども、ちょっと経つとすぐに忘れてしま

う。社長さんの話されたものを整理してレジュメか本

にすればいいかもしれません。 

 井口 今日はすごくテーマが広くて、僕も初めての

ことだったので、バラバラとしゃべってしまったので

すけれども。 

 藤巻 すごく参考になりました。ありがとうござい

ました。 

 井口 僕も勉強になりました。しゃべりながら自分

で勉強できた感じがします。 
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《インタビュー報告》 

着着地地型型観観光光とと地地域域連連携携  

――当間高原リゾート・ベルナティオの営業統括本部長と管理部支配人に聴く―― 

 
編集委員会 

 
2022（令和4）年3月14日、キャリア創生研究会のメンバーは、「地域と観光」の実態調査の一環と

して、当間高原リゾート・ベルナティオ1を訪問した。ベルナティオは、新潟県十日町市当間高原地域

にあるホテル及びゴルフ場などを含む総合リゾート施設である。ベルナティオは、自然豊かな同地域

の特色を生かした着地型コンテンツを提供しながら着実にリピーターを増やし、また、コロナ禍にお

いても、従業員間の交流の場として始めた「あてま大学」を契機に、教育旅行（学校行事として行わ

れる修学旅行等）向けのコンテンツを開発し提供することによって、その受け入れ件数が急増した。

また、十日町市との連携など地域活性化の観点のほか、インターンシップの受け入れや社員研修など

教育指導の視点から多岐にわたって興味深い、有益なお話を聴くことができた。本インタビューをご

快諾下さったベルナティオの五十嵐直樹氏および廣井智朗氏には、心より感謝申し上げたい。 

 

（話し手）当間高原リゾート・ベルナティオ 
営業統括本部長 五十嵐直樹氏、 管理部支配人 廣井智朗氏 

（聴き手）藤巻一男、渡邊洋子、田中一裕、堀籠崇、並川努、榎本千賀子 

（日 時）2022（令和4）年3月14日（月）10：00～11：20 

（場 所）ベルナティオ 会議室 

 
キーワード：着地型観光、地域連携、教育旅行、インターンシップ、フィールドスタディーズ 

1 
2 

本本イインンタタビビュューーのの趣趣旨旨  

渡邊 今まで県外の大学を訪問していましたが、今

回は地域に根ざしつつ新しい価値を生み出していこう

という取り組みをされているところにお話を聞かせて

いただきました。私たちも研究的にも触発されるよう

な経験をさせていただき、同時に学生たちにどういう

ふうにこれからそういう価値を一緒に共有してもらお

うか考えています。創生学部の担当者は学際的で足場

が違いますので、まずは広いところからそれぞれの分

野に落とし込み、あるいは共有したところで、文理融

合の新しいことが一緒にできないかというようなこと

も探りつつしております。広い視点からお話を伺うこ

とが私たちの今回の目的です。 
五十嵐 よろしくお願いします。いろいろな専門分

 
 

1 所在地：新潟県十日町市珠川。株式会社当間高原リゾート（平

野の先生方が一緒に行動されているわけですね。 
渡邊 創生学部がそういう学部なんですね。藤巻先

生は経済科学部と創生学部の両方の教員をされていま

す。他の先生方は創生学部専任です。 
藤巻 私も経済科学部でゼミ生を担当していますが、

社会問題は幅広く、例えば観光による町づくりとか、

よくゼミ生の発表をしますが、経済学だけをやってい

ればいいというわけではなくて、いろいろな学問分野

に目を向けてみようなどと言っており、私自身も創生

学部の先生方と一緒に活動をすることは非常に有意義

で、学生を触発して発展させていくには大変良い活動

だと思っています。今回は本当によい機会を与えてい

ただき、ありがとうございます。 
渡邊 突然のお申し出に対して、お時間をいただき、

ありがとうございます。 

成元年 2 月設立）が経営。 
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フフィィーールルドドススタタデディィーーズズ22のの受受けけ入入れれ状状況況  

藤巻 まずフィールドスタディーズの様子から教

えてください。 

廣井 ある程度、概要はご存じかもしれませんが、

３年前から参加させていただいていまして、今回も４

回目ということで取り組ませていただいています。 

テーマ自体は毎年変えており、初年度がホテルブラ

イダル、２年目がホテル内ショップ、いわゆる売店。

３年目が教育旅行・修学旅行のそれぞれ企画を中心に

学生の方から考えてもらいました。いずれもキーにな

るのは、地域の中のベルナティオなどをピックアップ

していただき、地域のよさや十日町の魅力をまず理解

していただきながら、学生さんに来ていただきたいと

いうことで、広く見てもらって現地を回っていただい

ています。2 年目 3 年目はコロナ禍ということもあり

難しいところもありましたが、いろいろな協力団体、

協力企業の方にもお話しさせていただいて、情報収集

をしていただきました。 

例年３人から４人の学生メンバーをお預かりして、

優秀な生徒さんばかりでしたので、非常に前向きに取

り組んでいただいて、われわれも本気になって取り組

んでいるところでした。特に初年度のウエディングは、

五十嵐のほうで、学生さんに貼り付けでやっていただ

きました。さらにこちらのホテルにステイしていただ

いたので、いろいろ人とのふれあいや地域ともしっか

り見ながら実施することができ、非常にすばらしい内

容を整えていただきうれしく思っています。 

その一方で、２年目３年目はどうしてもリモート教

育が中心になってしまい、２年目のときは２回だけ無

理して来ていただいて、ショップを見ていただき、売

れ筋とか、それも含めて話をしました。 

3 年目が毎週 1 回、田中先生もご一緒に来ていただ

いて、ほとんどリモートだったので正直言ってやりに

くいというか、われわれも不慣れなところもあってな

かなか思いが伝えきれない、学生の気持ちもなかなか

読み取れないというジレンマの中で実施しました。そ

れでも期間があるので何とかまとめきる作業という感

じで、何とかやってきました。本当に学生の皆さんの

 
 

2 新潟大学創生学部における導入・転換教育科目であるフィールドス

タディーズ（学外学修）は、１年次生を対象として、企業や自治体

など、学外のフィールドに出て行き、グループで活動を行う授業で

ある。グループごとに現場の方々と協働して課題を見つけたり、企

画や提案等を行ったりすることで、社会の課題を体感し、大学での

学修意識の転換を図る。学外で行う4週間程度のフィールドワーク

力のなせる技というか、何とか整えたという感じで本

当に申し訳ないと思っています。 

課題はたくさんありますので、毎年毎年テーマを考

えさせてもらって、担当の先生とも共有させてもらい

ながら、また今年度もさせていただきたいと思ってい

ます。物理的にこちらに来ていただけると非常にあり

がたいところがありますので、今年度も大変な中でも

少しやり方を工夫しながらやらせてもらいたいと思い

ます。 

藤巻 今年度学生が来たのは２回くらいですかね。 

廣井 昨年度は、ご無理申し上げて４回来ていただ

いて。 

藤巻 実際に来ないと、この辺の空気感が分からな

いですからね。私もこちらの出身ですけれども、実際

いいところですよね。季節は５月６月でしたか。 

田中 そうですね。６～７月くらいですね。 

藤巻 そうですね。ゴールデンウィーク明けぐらい

ですかね。 

五十嵐 私どもはホテルとして事業を営んでいるの

で、宿泊のお客さまがベルナティオ全体の売り上げの

ほとんどになります。できればいろいろご提案いただ

くときも、まず１泊ホテルでのご滞在をしていただい

て、ホテルはどういう取り組みを 24 時間行っている

のかを肌で感じていただいたりすると、提案の厚みが

非常に膨らんでくると思っています。初回のウエディ

ングのときは２回くらい宿泊いただいていたんですよ

ね。 

藤巻 そうなんですか。 

五十嵐 １回宿泊して自分たちが感じたことをレポ

ートにしていただいて、それが本当に確かなものなの

かというところでもう１回宿泊していただいたり、あ

とは地域の方々といろいろと触れあう機会も作らせて

いただいたりしました。 

あと、たまたま十日町市ともコラボができそうなと

ころもあったので、十日町市にお連れして、市の職員

の方々といろいろな打ち合わせをさせていただいて、

ウエディングという結構コアなところなんですけれど

も、非常に学生さんは前向きに考えていただいて、我々

のパートナー企業の方々とも直接電話でお話をしてい

のほか、学内で行う事前・事後学修によって構成されている。本授

業の取り組みが評価され、令和元年度文部科学省インターンシップ

表彰制度において、全国58の高等教育機関の中で、最優秀賞を受

賞した。 
https://create.niigata-u.ac.jp/news/information/3283/ 
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ただいて、自分たちが欲しい情報を聞いてもらったり

していました。 

私は１回目のウエディングのときに大学にお邪魔さ

せていただいて、最終発表を見ていたんですけれども、

他のチームの方々と比べたときに、私たちのチームは

すごくいろいろ調べて報告したなと、自分の中では思

っていたところでございます。 

２回目はショップの魅力を伝えたいということで、

十日町も地酒の酒蔵が三つありますので、その酒蔵の

商品をよりよくお客さまに知っていただくためには、

しかもコロナ禍になってしまったのでリモートで試飲

ができる方法はないかということで、客室で試飲をし

て、リモートを酒蔵の方とつないでこだわりだったり

を伝えてもらったりして、それをショップでお買い求

めいただく取り組みをしましたが、コロナ禍で生まれ

た対策ではあったのですが、ご来館が少なかったこと

もあって、お互いにやりづらかったというところはあ

りました。 

イイタタリリアアののココモモ市市ととのの関関係係  

藤巻 ここまでのお話から、こちらは会社ですけれ

ども、いろいろな連携先企業とか、あと市役所とも関

係が深いということで、これは第三セクターでつくら

れたことが関係しているのでしょうか。 

五十嵐 はい。 

藤巻 そういう経緯もあって、いろいろなところと

つながりが深いところもあるのですね。 

五十嵐 そうですね。はい。 

藤巻 そういうのをフィールドスタディーズの授業

でも生かしていただいているということで、非常に充

実した内容を提供していただいてるということですね。

ありがとうございます。 

市役所では、窓口は観光課でしょうか。 

五十嵐 ええ。観光課はありますし、ブライダルで

いったときは下水道課の方とコンタクトを取りました。 

藤巻 下水道課ですか。 

五十嵐 十日町市はイタリアのコモ市と姉妹都市契

約を結んでいまして、ベルナティオのフィールドがイ

タリアをイメージして建てられました。建物の外壁に

使っているタイルもイタリア製のものを使っていたり、

あとは敷地内に湖があるんですけれども、そこもイタ

リアのコモ湖をイメージして造ったということで、景

観の雰囲気をイタリア風にしているところがあります。 

学生さんからの提案で、ちょうどそのころラプンツ

ェルがはやっていて、ラプンツェルをイメージした結

婚式をしたいという新婦さんが多いと話をしたら、も

しゴンドラがあれば湖に浮かべて、スカイランタンを

飛ばしてラプンツェルの世界観を作れるんじゃないか

と提案いただきました。十日町市にゴンドラのサンプ

ルみたいなのを博物館に飾ってあったと記憶にあった

ので、貸してもらえないかと電話をしたら、下水道課

でそれを管理していて、市でも下水処理場に置きっぱ

なしになっていると。使い道がないので、もしベルナ

ティオで使っていただけるんだったらお譲りしますと

いう話になったんですね。 

藤巻 実際に購入されたんですか。 

五十嵐 実際にはそうこうしているうちにコロナに

なってしまって。またゴンドラを譲っていただいたら、

そのゴンドラを管理する倉庫が必要になり、ホテル周

辺は雪が4メートルくらい積もるので、湖に置きっぱ

なしにはできないと考えています。 

しかもコモから視察団が見に来てくださったときに、

壊れてるというわけにはいかない。たまたま一昨年に

コモとの友好関係 45 周年を迎えるので、話がトント

ン拍子に進んで、ベルナティオさんで管理してもらえ

るんだったらそのまま寄贈します。視察団が見に来た

ときに、ぜひそれを見せてほしい。今のままだと下水

処理場を案内するようになってしまうということだっ

たので、ではうちでという話だったんです。そういっ

た事情もあってまだ、実現はできてはいないんですが、

ただ生徒さんからご提案いただいたスカイランタンを

まねて飛ばしている中でお写真を撮ったり、そういっ

たことはこのご提案がきっかけで進められるようにな

っている面もあります。 

藤巻 イタリアというとデザインが優れたところで

定評がありますけれども、もともと造るときからイタ

リアをイメージしたコンセプトで、創設当時からそれ

を一貫してやっているんですね。 

五十嵐 そうなんです。 

藤巻 なるほど。ベルナティオはイタリア語ですか。

美しいふるさとですね。 

五十嵐 そうなんです。ありがとうございます。ベ

ルパエーゼナティオで、美しきふるさとという意味で

すが、ベルパエーゼナティオだと長いので、パエーゼ

を取ってベルナティオにしています。 

藤巻 なるほど。 

渡邊 イタリアというのはどこから発想が生まれた

のでしょうか。 
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フフィィーールルドドススタタデディィーーズズ22のの受受けけ入入れれ状状況況  

藤巻 まずフィールドスタディーズの様子から教

えてください。 

廣井 ある程度、概要はご存じかもしれませんが、

３年前から参加させていただいていまして、今回も４

回目ということで取り組ませていただいています。 

テーマ自体は毎年変えており、初年度がホテルブラ

イダル、２年目がホテル内ショップ、いわゆる売店。

３年目が教育旅行・修学旅行のそれぞれ企画を中心に

学生の方から考えてもらいました。いずれもキーにな

るのは、地域の中のベルナティオなどをピックアップ

していただき、地域のよさや十日町の魅力をまず理解

していただきながら、学生さんに来ていただきたいと

いうことで、広く見てもらって現地を回っていただい

ています。2 年目 3 年目はコロナ禍ということもあり

難しいところもありましたが、いろいろな協力団体、

協力企業の方にもお話しさせていただいて、情報収集

をしていただきました。 

例年３人から４人の学生メンバーをお預かりして、

優秀な生徒さんばかりでしたので、非常に前向きに取

り組んでいただいて、われわれも本気になって取り組

んでいるところでした。特に初年度のウエディングは、

五十嵐のほうで、学生さんに貼り付けでやっていただ

きました。さらにこちらのホテルにステイしていただ

いたので、いろいろ人とのふれあいや地域ともしっか

り見ながら実施することができ、非常にすばらしい内

容を整えていただきうれしく思っています。 

その一方で、２年目３年目はどうしてもリモート教

育が中心になってしまい、２年目のときは２回だけ無

理して来ていただいて、ショップを見ていただき、売

れ筋とか、それも含めて話をしました。 

3 年目が毎週 1 回、田中先生もご一緒に来ていただ

いて、ほとんどリモートだったので正直言ってやりに

くいというか、われわれも不慣れなところもあってな

かなか思いが伝えきれない、学生の気持ちもなかなか

読み取れないというジレンマの中で実施しました。そ

れでも期間があるので何とかまとめきる作業という感

じで、何とかやってきました。本当に学生の皆さんの

 
 

2 新潟大学創生学部における導入・転換教育科目であるフィールドス

タディーズ（学外学修）は、１年次生を対象として、企業や自治体

など、学外のフィールドに出て行き、グループで活動を行う授業で

ある。グループごとに現場の方々と協働して課題を見つけたり、企

画や提案等を行ったりすることで、社会の課題を体感し、大学での

学修意識の転換を図る。学外で行う4週間程度のフィールドワーク

力のなせる技というか、何とか整えたという感じで本

当に申し訳ないと思っています。 

課題はたくさんありますので、毎年毎年テーマを考

えさせてもらって、担当の先生とも共有させてもらい

ながら、また今年度もさせていただきたいと思ってい

ます。物理的にこちらに来ていただけると非常にあり

がたいところがありますので、今年度も大変な中でも

少しやり方を工夫しながらやらせてもらいたいと思い

ます。 

藤巻 今年度学生が来たのは２回くらいですかね。 

廣井 昨年度は、ご無理申し上げて４回来ていただ

いて。 

藤巻 実際に来ないと、この辺の空気感が分からな

いですからね。私もこちらの出身ですけれども、実際

いいところですよね。季節は５月６月でしたか。 

田中 そうですね。６～７月くらいですね。 

藤巻 そうですね。ゴールデンウィーク明けぐらい

ですかね。 

五十嵐 私どもはホテルとして事業を営んでいるの

で、宿泊のお客さまがベルナティオ全体の売り上げの

ほとんどになります。できればいろいろご提案いただ

くときも、まず１泊ホテルでのご滞在をしていただい

て、ホテルはどういう取り組みを 24 時間行っている

のかを肌で感じていただいたりすると、提案の厚みが

非常に膨らんでくると思っています。初回のウエディ

ングのときは２回くらい宿泊いただいていたんですよ

ね。 

藤巻 そうなんですか。 

五十嵐 １回宿泊して自分たちが感じたことをレポ

ートにしていただいて、それが本当に確かなものなの

かというところでもう１回宿泊していただいたり、あ

とは地域の方々といろいろと触れあう機会も作らせて

いただいたりしました。 

あと、たまたま十日町市ともコラボができそうなと

ころもあったので、十日町市にお連れして、市の職員

の方々といろいろな打ち合わせをさせていただいて、

ウエディングという結構コアなところなんですけれど

も、非常に学生さんは前向きに考えていただいて、我々

のパートナー企業の方々とも直接電話でお話をしてい

のほか、学内で行う事前・事後学修によって構成されている。本授

業の取り組みが評価され、令和元年度文部科学省インターンシップ

表彰制度において、全国58の高等教育機関の中で、最優秀賞を受

賞した。 
https://create.niigata-u.ac.jp/news/information/3283/ 
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ただいて、自分たちが欲しい情報を聞いてもらったり

していました。 

私は１回目のウエディングのときに大学にお邪魔さ

せていただいて、最終発表を見ていたんですけれども、

他のチームの方々と比べたときに、私たちのチームは

すごくいろいろ調べて報告したなと、自分の中では思

っていたところでございます。 

２回目はショップの魅力を伝えたいということで、

十日町も地酒の酒蔵が三つありますので、その酒蔵の

商品をよりよくお客さまに知っていただくためには、

しかもコロナ禍になってしまったのでリモートで試飲

ができる方法はないかということで、客室で試飲をし

て、リモートを酒蔵の方とつないでこだわりだったり

を伝えてもらったりして、それをショップでお買い求

めいただく取り組みをしましたが、コロナ禍で生まれ

た対策ではあったのですが、ご来館が少なかったこと

もあって、お互いにやりづらかったというところはあ

りました。 

イイタタリリアアののココモモ市市ととのの関関係係  

藤巻 ここまでのお話から、こちらは会社ですけれ

ども、いろいろな連携先企業とか、あと市役所とも関

係が深いということで、これは第三セクターでつくら

れたことが関係しているのでしょうか。 

五十嵐 はい。 

藤巻 そういう経緯もあって、いろいろなところと

つながりが深いところもあるのですね。 

五十嵐 そうですね。はい。 

藤巻 そういうのをフィールドスタディーズの授業

でも生かしていただいているということで、非常に充

実した内容を提供していただいてるということですね。

ありがとうございます。 

市役所では、窓口は観光課でしょうか。 

五十嵐 ええ。観光課はありますし、ブライダルで

いったときは下水道課の方とコンタクトを取りました。 

藤巻 下水道課ですか。 

五十嵐 十日町市はイタリアのコモ市と姉妹都市契

約を結んでいまして、ベルナティオのフィールドがイ

タリアをイメージして建てられました。建物の外壁に

使っているタイルもイタリア製のものを使っていたり、

あとは敷地内に湖があるんですけれども、そこもイタ

リアのコモ湖をイメージして造ったということで、景

観の雰囲気をイタリア風にしているところがあります。 

学生さんからの提案で、ちょうどそのころラプンツ

ェルがはやっていて、ラプンツェルをイメージした結

婚式をしたいという新婦さんが多いと話をしたら、も

しゴンドラがあれば湖に浮かべて、スカイランタンを

飛ばしてラプンツェルの世界観を作れるんじゃないか

と提案いただきました。十日町市にゴンドラのサンプ

ルみたいなのを博物館に飾ってあったと記憶にあった

ので、貸してもらえないかと電話をしたら、下水道課

でそれを管理していて、市でも下水処理場に置きっぱ

なしになっていると。使い道がないので、もしベルナ

ティオで使っていただけるんだったらお譲りしますと

いう話になったんですね。 

藤巻 実際に購入されたんですか。 

五十嵐 実際にはそうこうしているうちにコロナに

なってしまって。またゴンドラを譲っていただいたら、

そのゴンドラを管理する倉庫が必要になり、ホテル周

辺は雪が4メートルくらい積もるので、湖に置きっぱ

なしにはできないと考えています。 

しかもコモから視察団が見に来てくださったときに、

壊れてるというわけにはいかない。たまたま一昨年に

コモとの友好関係 45 周年を迎えるので、話がトント

ン拍子に進んで、ベルナティオさんで管理してもらえ

るんだったらそのまま寄贈します。視察団が見に来た

ときに、ぜひそれを見せてほしい。今のままだと下水

処理場を案内するようになってしまうということだっ

たので、ではうちでという話だったんです。そういっ

た事情もあってまだ、実現はできてはいないんですが、

ただ生徒さんからご提案いただいたスカイランタンを

まねて飛ばしている中でお写真を撮ったり、そういっ

たことはこのご提案がきっかけで進められるようにな

っている面もあります。 

藤巻 イタリアというとデザインが優れたところで

定評がありますけれども、もともと造るときからイタ

リアをイメージしたコンセプトで、創設当時からそれ

を一貫してやっているんですね。 

五十嵐 そうなんです。 

藤巻 なるほど。ベルナティオはイタリア語ですか。

美しいふるさとですね。 

五十嵐 そうなんです。ありがとうございます。ベ

ルパエーゼナティオで、美しきふるさとという意味で

すが、ベルパエーゼナティオだと長いので、パエーゼ

を取ってベルナティオにしています。 

藤巻 なるほど。 

渡邊 イタリアというのはどこから発想が生まれた

のでしょうか。 
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五十嵐 コモ市と十日町市が姉妹都市3というとこ

ろからです。 

渡邊 そこからなんですね。 

五十嵐 はい。第三セクターでリゾート開発をする

となったときに、どのようなテーマでいこうかという

ところで、イタリアのコモをイメージした景観にして

いこうというのがスタートですね。 

榎本 ということは、コモ市との姉妹都市というの

は何か共通点とかきっかけがあったのですか。 

五十嵐 そうなんです。コモ市もシルクの生産をさ

れている町という点です。 

藤巻 十日町市の織物とね。そういうところで。 

五十嵐 はい。十日町市の織物もシルクで出してい

るところがきっかけです。 

渡邊 どなたかつなぐ方がいらしたんでしょうかね。 

五十嵐 いらっしゃったんだと思います。 

渡邊 それは大きいですね。 

藤巻 フィールドスタディーズの授業をする上でも、

こういうコンセプトを最初からきちんと学生たちに理

解させる必要がありますよね。イタリアの文化、芸術、

デザインみたいなものをね。 

ホホテテルル業業のの多多様様なな職職種種とと従従業業員員のの構構成成  

渡邊 フィールドスタディーズで学ばせていただい

た学生が今、私の研究室にいますが、その経験がとて

もよかったということで、就職先はできればウエディ

ングプランナーになりたいと言っていまして、本当に

彼女にとってはすごく大きな経験をさせていただいき

ました。 

五十嵐 すごい。 

渡邊 そういうキャリアもね。 

藤巻 話が飛んですみませんけれども、今こちらの

従業員の方って地元の方が多いんですか。それとも東

京ですか。 

五十嵐 地元が多いですね。 

廣井 地元が7割くらいですか。十日町の人が多い

です。 

藤巻 なるほど。高校を卒業して来られる方。大卒

が多いのでしょうか。 

廣井 半々ぐらいですか。 

 
 

3 （十日町市とコモ市の交流）イタリア北部に位置するコモ市は、商

業の中心ミラノからほど近い、ヨーロッパ屈指の伝統あるリゾート

地であり、絹製品の産地としても名高く、十日町市とは絹織物を仲

立ちにして、1975（昭和50）年2月27日に姉妹都市関係を締結し

藤巻 いいところですよね。こういうところに就職

できたら、いろいろなところでサービスの勉強ができ

ますね。 

五十嵐 そうですね。非常に意欲的な生徒さんが多

く来ていただいています。ホテル業というと宿泊がイ

メージできますし、実際、宿泊が一番多いのも事実で

す。ただ宿泊があったりレストランサービスがあった

り、ベッドメイクなどもありますし、うちはゴルフ場

も持っているのでゴルフ管理や、外構などを担当する

フィールドという部署もあり、ホテルの電気設備やい

ろいろな施設でそういった資格を持っている方々もい

らっしゃいますし、私のように営業職もあり、マーケ

ティングなど企画課というところもあります。廣井が

いるような管理部、経理部、購買部とかいろいろな職

種があって、全部で 23 の部署がこのホテルの中にあ

りますが、それをホテル業としてやっていますので、

例えば最初はフロントのスタッフに憧れて就職しても、

仕事の中でちょっと違うなと思えばレストランに異動

することもできますし、逆に施設とかフィールドのほ

うに行って、除雪をしたり芝の手入れをしたりという

ほうが自分に向いているということで行くスタッフも

いたりと、同じ会社の中でも違った職業に従事するこ

とができるのはホテルならではかなというふうに思い

ます。 

藤巻 そうなんですね。受け皿が大きいから、いろ

いろな仕事があっていいですね。 

五十嵐 はい。転職をしなくても全然畑の違う仕事

に就けるということですね。 

渡邊 従業員の方は全部で何人くらいいらっしゃい

ますか。 

五十嵐 220人くらいですかね。 

渡邊 その中の７割くらいが地元の方ですか。 

廣井 会社設立当時に、かなりの割合で地元の方を

採用してきて、まだそれがある程度の割合を残してお

り、最近の新規採用も、今年の４月に来る方は全体の

6割くらいが十日町の方です。 

藤巻 でも、こちらに来る観光客の方は東京方面か

らが多いと思いますが、ここへ来て働きたいという人

は、関東方面から多くないのですか。ここで働きたい

と人はそうはいないですか。 

た。 
https://www.city.tokamachi.lg.jp/soshiki/somubu/kikakuseisakuka/4
/gyomu/1548815837092.html（令和4年11月13日） 
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五十嵐 そうですね。関東圏は私どもの親会社の

方々のご利用とかも多くいらっしゃるので、そうする

と意外と親会社の方々は親会社へ就職するようです。 

藤巻 そういうことなんですね。 

五十嵐 従業員は地元が多いですね。 

廣井 立地の部分で少しハードルが高いといいます

か、ここは当然車を使わなければいけません。 

藤巻 なるほど。地元に持ち家があり通勤できるよ

うな人が対象になるということですね。 

廣井 そうですね。本当に車じゃないと来られない

場所です、雪は２メートルありますし、なかなか大変

です。 

藤巻 そうですね。必須ですよね。 

廣井 雪の大変さが分かっている人のほうが、もし

かしたらハードルが低いのかもしれません。 

リリピピーータターー増増加加のの状状況況  

藤巻 東京方面の人から見るととても異空間という

か、また来たいというリピーターも多いわけですよね。 

五十嵐 そうですね。オンライントラベルエージェ

ントの「楽天トラベル」や「じゃらん」からのリピー

ト率が非常に高く、うちは１年間の利用で50％を超え

ています。 

藤巻 それは本当に全国的にこちらに来るというこ

とですか。 

五十嵐 そうですね。 

藤巻 東京、主に関東方面でしょうか。 

五十嵐 そうですね。OTA4を使うと関東方面が多い

ですね。 

藤巻 評価の基準としては、リピート率ですか。 

五十嵐 リピート率ですね。２回来るとリピートに

カウントされます。１年間のうちの利用で同じ施設に

２回以上来る方が５割いるというのは、非常に多いで

すね。 

藤巻 こちらに来られる方は着実に人が増えている

わけですね。 

五十嵐 ご来館は増えています。 

藤巻 宿泊者が増えているということですね。 

五十嵐 そうですね。 

イイタタリリアア風風ののデデザザイインン  

 
 

4 OTA（Online Travel Agent）とは、インターネット上だけで取引を

藤巻 先ほどイタリアブランドの話が出ましたが、

これは、デザイナーがいらっしゃるのですか。 

五十嵐 全部をコーディネートしているのは、この

ホテルを建てたのは鹿島建設なので、鹿島建設のデザ

インを担当している部署で、「㈱イリア」という子会社

があります。その「㈱イリア」が全部設計、デザイン

を担当しています。 

藤巻 なるほど。イタリアテイストで全てのものを

一貫して造るということですね。設備、建物とかショ

ップなども。 

五十嵐 そうですね。内装もみんなその㈱イリアが

監修して、家具とかじゅうたん全ては、一応イリア監

修の下でないと勝手に入れられないことになっていま

す。 

藤巻 そういうことなんですね。そこがやっぱり一

つの価値なんですね。 

五十嵐 そうですね。 

藤巻 イタリアというと、本当にデザインですよね。

デザインで消費者の目を引っぱっていくところがあり

ますね。 

五十嵐 コストの面を考えると、リニューアルする

際に、地元のものをいろいろ使ったほうがコストを抑

えられますが、トータルとして㈱イリアがイタリアの

というか、ベルナティオの世界観を作ってくれていま

すので。 

藤巻 地元ではないところの、イタリアの空間をこ

こで作り出しているというところが、関東方面の人に

も魅力的なのでしょうね。地元を出すのであれば、ど

こででもできますからね。私もここが地元なのでよく

来たことがありますが、ちょっと違う雰囲気があるな

というところがあります。地元の人にも魅力的ですよ

ね。 

五十嵐 地元の方はどうでしょうか。 

藤巻 地元の人はあまり来ませんか。 

五十嵐 何かちょっとハードルが高いみたいな、そ

んなイメージに思われているようです。 

藤巻 でも、ゴルフは利用すると思いますが。 

五十嵐 はい。ゴルファーは地元も多いです。 

藤巻 宿泊には来ませんか。 

五十嵐 それほど多くありません。 

藤巻 やはり敷居が高いのでしょうか。 

廣井 もともと会員制リゾートで売り出したことが

行う旅行会社のこと。（JTB総合研究所、観光用語集より）。 
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五十嵐 コモ市と十日町市が姉妹都市3というとこ

ろからです。 

渡邊 そこからなんですね。 

五十嵐 はい。第三セクターでリゾート開発をする

となったときに、どのようなテーマでいこうかという

ところで、イタリアのコモをイメージした景観にして

いこうというのがスタートですね。 

榎本 ということは、コモ市との姉妹都市というの

は何か共通点とかきっかけがあったのですか。 

五十嵐 そうなんです。コモ市もシルクの生産をさ

れている町という点です。 

藤巻 十日町市の織物とね。そういうところで。 

五十嵐 はい。十日町市の織物もシルクで出してい

るところがきっかけです。 

渡邊 どなたかつなぐ方がいらしたんでしょうかね。 

五十嵐 いらっしゃったんだと思います。 

渡邊 それは大きいですね。 

藤巻 フィールドスタディーズの授業をする上でも、

こういうコンセプトを最初からきちんと学生たちに理

解させる必要がありますよね。イタリアの文化、芸術、

デザインみたいなものをね。 

ホホテテルル業業のの多多様様なな職職種種とと従従業業員員のの構構成成  

渡邊 フィールドスタディーズで学ばせていただい

た学生が今、私の研究室にいますが、その経験がとて

もよかったということで、就職先はできればウエディ

ングプランナーになりたいと言っていまして、本当に

彼女にとってはすごく大きな経験をさせていただいき

ました。 

五十嵐 すごい。 

渡邊 そういうキャリアもね。 

藤巻 話が飛んですみませんけれども、今こちらの

従業員の方って地元の方が多いんですか。それとも東

京ですか。 

五十嵐 地元が多いですね。 

廣井 地元が7割くらいですか。十日町の人が多い

です。 

藤巻 なるほど。高校を卒業して来られる方。大卒

が多いのでしょうか。 

廣井 半々ぐらいですか。 

 
 

3 （十日町市とコモ市の交流）イタリア北部に位置するコモ市は、商

業の中心ミラノからほど近い、ヨーロッパ屈指の伝統あるリゾート

地であり、絹製品の産地としても名高く、十日町市とは絹織物を仲

立ちにして、1975（昭和50）年2月27日に姉妹都市関係を締結し

藤巻 いいところですよね。こういうところに就職

できたら、いろいろなところでサービスの勉強ができ

ますね。 

五十嵐 そうですね。非常に意欲的な生徒さんが多

く来ていただいています。ホテル業というと宿泊がイ

メージできますし、実際、宿泊が一番多いのも事実で

す。ただ宿泊があったりレストランサービスがあった

り、ベッドメイクなどもありますし、うちはゴルフ場

も持っているのでゴルフ管理や、外構などを担当する

フィールドという部署もあり、ホテルの電気設備やい

ろいろな施設でそういった資格を持っている方々もい

らっしゃいますし、私のように営業職もあり、マーケ

ティングなど企画課というところもあります。廣井が

いるような管理部、経理部、購買部とかいろいろな職

種があって、全部で 23 の部署がこのホテルの中にあ

りますが、それをホテル業としてやっていますので、

例えば最初はフロントのスタッフに憧れて就職しても、

仕事の中でちょっと違うなと思えばレストランに異動

することもできますし、逆に施設とかフィールドのほ

うに行って、除雪をしたり芝の手入れをしたりという

ほうが自分に向いているということで行くスタッフも

いたりと、同じ会社の中でも違った職業に従事するこ

とができるのはホテルならではかなというふうに思い

ます。 

藤巻 そうなんですね。受け皿が大きいから、いろ

いろな仕事があっていいですね。 

五十嵐 はい。転職をしなくても全然畑の違う仕事

に就けるということですね。 

渡邊 従業員の方は全部で何人くらいいらっしゃい

ますか。 

五十嵐 220人くらいですかね。 

渡邊 その中の７割くらいが地元の方ですか。 

廣井 会社設立当時に、かなりの割合で地元の方を

採用してきて、まだそれがある程度の割合を残してお

り、最近の新規採用も、今年の４月に来る方は全体の

6割くらいが十日町の方です。 

藤巻 でも、こちらに来る観光客の方は東京方面か

らが多いと思いますが、ここへ来て働きたいという人

は、関東方面から多くないのですか。ここで働きたい

と人はそうはいないですか。 

た。 
https://www.city.tokamachi.lg.jp/soshiki/somubu/kikakuseisakuka/4
/gyomu/1548815837092.html（令和4年11月13日） 
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五十嵐 そうですね。関東圏は私どもの親会社の

方々のご利用とかも多くいらっしゃるので、そうする

と意外と親会社の方々は親会社へ就職するようです。 

藤巻 そういうことなんですね。 

五十嵐 従業員は地元が多いですね。 

廣井 立地の部分で少しハードルが高いといいます

か、ここは当然車を使わなければいけません。 

藤巻 なるほど。地元に持ち家があり通勤できるよ

うな人が対象になるということですね。 

廣井 そうですね。本当に車じゃないと来られない

場所です、雪は２メートルありますし、なかなか大変

です。 

藤巻 そうですね。必須ですよね。 

廣井 雪の大変さが分かっている人のほうが、もし

かしたらハードルが低いのかもしれません。 

リリピピーータターー増増加加のの状状況況  

藤巻 東京方面の人から見るととても異空間という

か、また来たいというリピーターも多いわけですよね。 

五十嵐 そうですね。オンライントラベルエージェ

ントの「楽天トラベル」や「じゃらん」からのリピー

ト率が非常に高く、うちは１年間の利用で50％を超え

ています。 

藤巻 それは本当に全国的にこちらに来るというこ

とですか。 

五十嵐 そうですね。 

藤巻 東京、主に関東方面でしょうか。 

五十嵐 そうですね。OTA4を使うと関東方面が多い

ですね。 

藤巻 評価の基準としては、リピート率ですか。 

五十嵐 リピート率ですね。２回来るとリピートに

カウントされます。１年間のうちの利用で同じ施設に

２回以上来る方が５割いるというのは、非常に多いで

すね。 

藤巻 こちらに来られる方は着実に人が増えている

わけですね。 

五十嵐 ご来館は増えています。 

藤巻 宿泊者が増えているということですね。 

五十嵐 そうですね。 

イイタタリリアア風風ののデデザザイインン  

 
 

4 OTA（Online Travel Agent）とは、インターネット上だけで取引を

藤巻 先ほどイタリアブランドの話が出ましたが、

これは、デザイナーがいらっしゃるのですか。 

五十嵐 全部をコーディネートしているのは、この

ホテルを建てたのは鹿島建設なので、鹿島建設のデザ

インを担当している部署で、「㈱イリア」という子会社

があります。その「㈱イリア」が全部設計、デザイン

を担当しています。 

藤巻 なるほど。イタリアテイストで全てのものを

一貫して造るということですね。設備、建物とかショ

ップなども。 

五十嵐 そうですね。内装もみんなその㈱イリアが

監修して、家具とかじゅうたん全ては、一応イリア監

修の下でないと勝手に入れられないことになっていま

す。 

藤巻 そういうことなんですね。そこがやっぱり一

つの価値なんですね。 

五十嵐 そうですね。 

藤巻 イタリアというと、本当にデザインですよね。

デザインで消費者の目を引っぱっていくところがあり

ますね。 

五十嵐 コストの面を考えると、リニューアルする

際に、地元のものをいろいろ使ったほうがコストを抑

えられますが、トータルとして㈱イリアがイタリアの

というか、ベルナティオの世界観を作ってくれていま

すので。 

藤巻 地元ではないところの、イタリアの空間をこ

こで作り出しているというところが、関東方面の人に

も魅力的なのでしょうね。地元を出すのであれば、ど

こででもできますからね。私もここが地元なのでよく

来たことがありますが、ちょっと違う雰囲気があるな

というところがあります。地元の人にも魅力的ですよ

ね。 

五十嵐 地元の方はどうでしょうか。 

藤巻 地元の人はあまり来ませんか。 

五十嵐 何かちょっとハードルが高いみたいな、そ

んなイメージに思われているようです。 

藤巻 でも、ゴルフは利用すると思いますが。 

五十嵐 はい。ゴルファーは地元も多いです。 

藤巻 宿泊には来ませんか。 

五十嵐 それほど多くありません。 

藤巻 やはり敷居が高いのでしょうか。 

廣井 もともと会員制リゾートで売り出したことが

行う旅行会社のこと。（JTB総合研究所、観光用語集より）。 
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あるので。 

藤巻 会員制でしたね。だからそこで敷居が高いと

思われてしまうのですね。 

廣井 今は全くそんなことはなく、一般のお客さま

にたくさん来ていただいています。 

藤巻 会員制というと、大きな会社ですか。上場企

業などが対象になっていたのでしょうか。 

五十嵐 親会社とグループ企業ですね。あとは地元

の企業様も、リゾート会員権として、ゴルフがメイン

で使いたいという方はお持ちいただいたりしています。 

藤巻 ゴルフはメンバーシップ制ですか。 

廣井 年会費制です。ですからお安く利用できます。 

藤巻 それであれば、地元の人も気楽に使えるとい

う感じですね。 

ココロロナナ禍禍をを契契機機にに急急増増ししたた教教育育旅旅行行へへのの対対応応  

堀籠 コロナの状況になって、今どのような状況に

あるのか、コロナ前とコロナ後でご教示願います。 

五十嵐 宿泊の稼働率では、コロナ前で80％くらい

で、その後40％台になりました。ただこの数カ月は7

割くらいにまた戻ってきている状況です。新潟県の県

民割もありますし、そういった部分で今までご利用に

なられていなかった下越の方々がこちらに向いていた

だき、県民割を使っていらしていただけているのは、

非常に大きいです。 

また、教育旅行はほとんど受けていなかったのです

が、コロナ以後に、教育旅行の方面変更があり、例え

ば東京ディズニーランドに行く予定だった学校さんが

新潟に教育旅行になってしまったときに、残念な思い

をさせたくないということで、われわれの中でできる

ことに取り組んで、東京ディズニーランドに行ったと

きと同じかそれ以上の体験や、思い出づくりを全社一

丸となって実施しました。その甲斐あってコロナ前は

新潟県内は1校もなく、首都圏から4校程度の教育旅

行のご利用だった状況が、今年は 68 校いらしていた

だいていて、そういった部分は非常に集客に大きくつ

ながっています。 

修学旅行でいらっしゃるので下越の学校さんが多い

のですが、そうするとベルナティオに来たのが初めて

で、そこから親御さんに紹介したり、添乗でいらっし

ゃる先生方が初めて知って、先生方のご家族でリピー

トしていただいたりということで、教育旅行がきっか

けで顧客につながっているところも多く見られます。 

そういったところで、メインの団体というと教育旅

行になりますし、個人だと新潟県内の県民割を使った

お客さま、緊急事態宣言が解除されると首都圏から少

しお越しいただけますが、また緊急事態宣言が出てし

まうので、その辺はキャンセルと予約とのバランスで

数字ができているのかなと思っています。 

堀籠 そうすると、コロナ前、コロナ後でだいぶタ

ーゲットとしているお客さまの層が変わってきている

ということですね。 

五十嵐 変わりましたね。 

堀籠 教育旅行に関して、新たにそれに対応した準

備や企画など、新しく何かされているようなことはご

ざいますか。 

五十嵐 そうですね。教育旅行は、実は今日も1校

いらっしゃる予定になっているんですけれども、全員

でお出迎えしようということで、ホテルのスタッフが

玄関に並んで、学校名を書いた看板を持ってお出迎え

をさせていただくんですね。それも先生方と生徒さん

にはかなり受けていてというか、心に刺さっていて。

全員でお出迎えするのは、ホテルっていろいろな制服

がありますので、いろいろな部署で仕事をしている人

たちがあそこに並んでいる姿をまず見ていただくのは、

非常に価値のあることかなと考えています。 

その後、総支配人だったり私だったりが挨拶をさせ

ていただくんですけれども、ホテルでいろいろなこと

を経験していってほしいというところと、あと料理は

宿泊のメインになってくると思うので、今日料理を担

当するのは総料理長の誰々だよと教えてあげると、総

料理長の名前を覚えていただけるので、レストランで

会ったときも、「何々総料理長、すごくおいしいです」

なんて言う生徒さんとの会話が生まれたりします。 

食事も大変こだわっており、修学旅行のお料理とい

うとお弁当みたいな一気出しといって、ドーンと出し

て、皆さまに召し上がっていただいて終わりという感

じなんですけれども、そうではなくて、ステーキはス

テーキを焼いて、お寿司を握って、グラタンとロース

トビーフと、いろいろ生徒さんたちが好きなものをお

出しさせていただているので、自分が好きなものしか

並んでいないので喜んでくださっています。 

そうこうしているうちに、サプライズでプロジェク

ションマッピングをいつも上映させていただいている

んですけれども、今使っている食事会場が披露宴のバ

ンケットを使っているので、そこでプロジェクション

マッピングを上映するのですが、その中には小学校や

中学校の6 年間、3 年間の思い出の写真を先生方から

内緒で預かっておいて、そのお写真を入れて上映させ
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ていただきます。ただ、今は懐かしい思い出や、コロ

ナ禍になってからの思い出が少なかったりするんです

よね。そんな中でもみんなの笑顔の写真が出てくると

感動されて、その生徒さんが感動している姿を先生が

見て、また感動してみたいな感じになるんですね。 

上映しているスクリーンが開閉式のもので、プロジ

ェクションマッピングが終わると同時に幕を上げるん

です。幕が上がるとそこはテラスになっていて、ソプ

ラノ歌手が控えています。そして、その学校さんの校

歌を歌っていただくようにしています。学校さんの校

歌をソプラノ歌手が一生懸命練習して歌うんですけれ

ども、それを聞くと、聞き慣れた曲だけど何か違うな

と思ったら実は自分たちの校歌だったみたいな、その

ような演出をしています。ソプラノの歌が終わると今

度は外に出ていただいて、外から花火を打ち上げるこ

とができるので、その学校さんだけの花火大会を行う

ということで花火を打ち上げます。 

また、ゴルフ場なので電動のゴルフカートがござい

ますから、花火を見終わった後、今度はゴルフカート

に生徒さんごとに乗っていただいて、一番先頭にわれ

われのインタープリターを乗せて、森の中を説明した

りしながら進みます。これは、まさにリアルジャング

ルクルーズのような感じです。 

藤巻 まさにディズニーランドみたいな感じですね。 

五十嵐 そうですね。そんな感じで。電動なので自

動で止まりますし、またスタートしたりとかして。 

藤巻 自然が豊かですからね、それを全部見せるわ

けですね。 

五十嵐 はい。お一人お一人懐中電灯を持ってもら

って、自分たちでムササビを見つけたり、あとはテン

やハクビシン、タヌキなどはいっぱいいるので動いて

いる姿を見たり、ゴルフ場の池の中に水生生物がたく

さんいて、夜になって懐中電灯を当てると水の底まで

よく見えるので、そこでタガメが動いていたり、アカ

ハライモリとかがいるのでイモリを見つけてもらった

りしています。 

ちょっと卵らしいものがあるので「卵だ」なんて言

うとゴルフボールが池の中に落ちていて、「それはゴル

フボールだよ」なんていう話をしながら戻ってきて、

大浴場の温泉に入ってもらったりして、翌朝朝食を召

し上がっていただきご出発となります。 

ご出発もみんなでお見送りをする流れでやっていま

すが、教育旅行を受けるようになったからいろいろな

アイデアで、本当に全部署で意見を出してもらい、こ

ういうことができる、こういうことができるよと組み

立てたのは、コロナがあっての新しい取り組みかなと

いうところでございます。 

「「ああててまま大大学学」」のの外外的的なな効効果果：：教教育育旅旅行行ででのの実実践践  

廣井 次に、あてま大学は、そもそもが休業のとき

に、従業員が先生として、ホテルの取り組み、料理教

室など互いに互いの仕事を紹介し合うようなものを 1

カ月間かけて実施したのが始まりです。それが非常に

従業員の中で好評だったため、それを売ってしまいま

しょうかということで、あてま大学ということで、お

客さまにウエディングの講座やカクテル講座もありま

したし、バックヤード講座といって巡って「ホテルの

裏側ってこんなになっているのよ」みたいな部分を紹

介し、いろいろなオプションを組み合わせてご提案し

たら、これも非常に好評いただいております。 

藤巻 これは宿泊者が対象になるんですか。それと

も単体のサービスで集まってくるんですか。 

廣井 日帰りでもいらっしゃいますし、ご宿泊でも

ゆっくり提供していただける。 

藤巻 東京方面からも来られていたんですか。 

廣井 来られましたね。関東のほうからも大勢来て

いただいて。非常に想像よりも好評でしたね。 

五十嵐 そうですね。 

廣井 私どもの従業員の魅力も伝えられますし。 

藤巻 延べ人数と言ったらいいのかな、外部からは

どれくらい集まったんですか。もともと従業員同士の

垣根を越えた交流みたいな感じだったのですけれども、

それを公開することによって、それを目的として集ま

ったお客さんはどのくらいになるんですか。 

廣井 10校以上でしょうか。 

五十嵐 いや、もっと多いですよ。あてま大学を受

けられる学校さんは。 

藤巻 学校単位なんですね。 

五十嵐 そうです。基本的には教育旅行の中で。着

地型コンテンツをいかに増やせるかを考えたときに、

あてま大学は売りになることが分かりました。先ほど

申し上げましたように、このホテルには 23 の部署が

あり、ホテルに出勤して退勤するまで1回も会わない

スタッフがたくさんいるんですよ。 

でも、それぞれがそれぞれの部署で自分たちの仕事

をこなしているからホテル運営が成り立っているわけ

で、一度コロナ禍でお客さまが少ないから、従業員同

士がお互いに何をしているのか知る機会を作ろうと始

まったのが、あてま大学のきっかけで、本当はこうい
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あるので。 

藤巻 会員制でしたね。だからそこで敷居が高いと

思われてしまうのですね。 

廣井 今は全くそんなことはなく、一般のお客さま

にたくさん来ていただいています。 

藤巻 会員制というと、大きな会社ですか。上場企

業などが対象になっていたのでしょうか。 

五十嵐 親会社とグループ企業ですね。あとは地元

の企業様も、リゾート会員権として、ゴルフがメイン

で使いたいという方はお持ちいただいたりしています。 

藤巻 ゴルフはメンバーシップ制ですか。 

廣井 年会費制です。ですからお安く利用できます。 

藤巻 それであれば、地元の人も気楽に使えるとい

う感じですね。 

ココロロナナ禍禍をを契契機機にに急急増増ししたた教教育育旅旅行行へへのの対対応応  

堀籠 コロナの状況になって、今どのような状況に

あるのか、コロナ前とコロナ後でご教示願います。 

五十嵐 宿泊の稼働率では、コロナ前で80％くらい

で、その後40％台になりました。ただこの数カ月は7

割くらいにまた戻ってきている状況です。新潟県の県

民割もありますし、そういった部分で今までご利用に

なられていなかった下越の方々がこちらに向いていた

だき、県民割を使っていらしていただけているのは、

非常に大きいです。 

また、教育旅行はほとんど受けていなかったのです

が、コロナ以後に、教育旅行の方面変更があり、例え

ば東京ディズニーランドに行く予定だった学校さんが

新潟に教育旅行になってしまったときに、残念な思い

をさせたくないということで、われわれの中でできる

ことに取り組んで、東京ディズニーランドに行ったと

きと同じかそれ以上の体験や、思い出づくりを全社一

丸となって実施しました。その甲斐あってコロナ前は

新潟県内は1校もなく、首都圏から4校程度の教育旅

行のご利用だった状況が、今年は 68 校いらしていた

だいていて、そういった部分は非常に集客に大きくつ

ながっています。 

修学旅行でいらっしゃるので下越の学校さんが多い

のですが、そうするとベルナティオに来たのが初めて

で、そこから親御さんに紹介したり、添乗でいらっし

ゃる先生方が初めて知って、先生方のご家族でリピー

トしていただいたりということで、教育旅行がきっか

けで顧客につながっているところも多く見られます。 

そういったところで、メインの団体というと教育旅

行になりますし、個人だと新潟県内の県民割を使った

お客さま、緊急事態宣言が解除されると首都圏から少

しお越しいただけますが、また緊急事態宣言が出てし

まうので、その辺はキャンセルと予約とのバランスで

数字ができているのかなと思っています。 

堀籠 そうすると、コロナ前、コロナ後でだいぶタ

ーゲットとしているお客さまの層が変わってきている

ということですね。 

五十嵐 変わりましたね。 

堀籠 教育旅行に関して、新たにそれに対応した準

備や企画など、新しく何かされているようなことはご

ざいますか。 

五十嵐 そうですね。教育旅行は、実は今日も1校

いらっしゃる予定になっているんですけれども、全員

でお出迎えしようということで、ホテルのスタッフが

玄関に並んで、学校名を書いた看板を持ってお出迎え

をさせていただくんですね。それも先生方と生徒さん

にはかなり受けていてというか、心に刺さっていて。

全員でお出迎えするのは、ホテルっていろいろな制服

がありますので、いろいろな部署で仕事をしている人

たちがあそこに並んでいる姿をまず見ていただくのは、

非常に価値のあることかなと考えています。 

その後、総支配人だったり私だったりが挨拶をさせ

ていただくんですけれども、ホテルでいろいろなこと

を経験していってほしいというところと、あと料理は

宿泊のメインになってくると思うので、今日料理を担

当するのは総料理長の誰々だよと教えてあげると、総

料理長の名前を覚えていただけるので、レストランで

会ったときも、「何々総料理長、すごくおいしいです」

なんて言う生徒さんとの会話が生まれたりします。 

食事も大変こだわっており、修学旅行のお料理とい

うとお弁当みたいな一気出しといって、ドーンと出し

て、皆さまに召し上がっていただいて終わりという感

じなんですけれども、そうではなくて、ステーキはス

テーキを焼いて、お寿司を握って、グラタンとロース

トビーフと、いろいろ生徒さんたちが好きなものをお

出しさせていただているので、自分が好きなものしか

並んでいないので喜んでくださっています。 

そうこうしているうちに、サプライズでプロジェク

ションマッピングをいつも上映させていただいている

んですけれども、今使っている食事会場が披露宴のバ

ンケットを使っているので、そこでプロジェクション

マッピングを上映するのですが、その中には小学校や

中学校の6 年間、3 年間の思い出の写真を先生方から

内緒で預かっておいて、そのお写真を入れて上映させ
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ていただきます。ただ、今は懐かしい思い出や、コロ

ナ禍になってからの思い出が少なかったりするんです

よね。そんな中でもみんなの笑顔の写真が出てくると

感動されて、その生徒さんが感動している姿を先生が

見て、また感動してみたいな感じになるんですね。 

上映しているスクリーンが開閉式のもので、プロジ

ェクションマッピングが終わると同時に幕を上げるん

です。幕が上がるとそこはテラスになっていて、ソプ

ラノ歌手が控えています。そして、その学校さんの校

歌を歌っていただくようにしています。学校さんの校

歌をソプラノ歌手が一生懸命練習して歌うんですけれ

ども、それを聞くと、聞き慣れた曲だけど何か違うな

と思ったら実は自分たちの校歌だったみたいな、その

ような演出をしています。ソプラノの歌が終わると今

度は外に出ていただいて、外から花火を打ち上げるこ

とができるので、その学校さんだけの花火大会を行う

ということで花火を打ち上げます。 

また、ゴルフ場なので電動のゴルフカートがござい

ますから、花火を見終わった後、今度はゴルフカート

に生徒さんごとに乗っていただいて、一番先頭にわれ

われのインタープリターを乗せて、森の中を説明した

りしながら進みます。これは、まさにリアルジャング

ルクルーズのような感じです。 

藤巻 まさにディズニーランドみたいな感じですね。 

五十嵐 そうですね。そんな感じで。電動なので自

動で止まりますし、またスタートしたりとかして。 

藤巻 自然が豊かですからね、それを全部見せるわ

けですね。 

五十嵐 はい。お一人お一人懐中電灯を持ってもら

って、自分たちでムササビを見つけたり、あとはテン

やハクビシン、タヌキなどはいっぱいいるので動いて

いる姿を見たり、ゴルフ場の池の中に水生生物がたく

さんいて、夜になって懐中電灯を当てると水の底まで

よく見えるので、そこでタガメが動いていたり、アカ

ハライモリとかがいるのでイモリを見つけてもらった

りしています。 

ちょっと卵らしいものがあるので「卵だ」なんて言

うとゴルフボールが池の中に落ちていて、「それはゴル

フボールだよ」なんていう話をしながら戻ってきて、

大浴場の温泉に入ってもらったりして、翌朝朝食を召

し上がっていただきご出発となります。 

ご出発もみんなでお見送りをする流れでやっていま

すが、教育旅行を受けるようになったからいろいろな

アイデアで、本当に全部署で意見を出してもらい、こ

ういうことができる、こういうことができるよと組み

立てたのは、コロナがあっての新しい取り組みかなと

いうところでございます。 

「「ああててまま大大学学」」のの外外的的なな効効果果：：教教育育旅旅行行ででのの実実践践  

廣井 次に、あてま大学は、そもそもが休業のとき

に、従業員が先生として、ホテルの取り組み、料理教

室など互いに互いの仕事を紹介し合うようなものを 1

カ月間かけて実施したのが始まりです。それが非常に

従業員の中で好評だったため、それを売ってしまいま

しょうかということで、あてま大学ということで、お

客さまにウエディングの講座やカクテル講座もありま

したし、バックヤード講座といって巡って「ホテルの

裏側ってこんなになっているのよ」みたいな部分を紹

介し、いろいろなオプションを組み合わせてご提案し

たら、これも非常に好評いただいております。 

藤巻 これは宿泊者が対象になるんですか。それと

も単体のサービスで集まってくるんですか。 

廣井 日帰りでもいらっしゃいますし、ご宿泊でも

ゆっくり提供していただける。 

藤巻 東京方面からも来られていたんですか。 

廣井 来られましたね。関東のほうからも大勢来て

いただいて。非常に想像よりも好評でしたね。 

五十嵐 そうですね。 

廣井 私どもの従業員の魅力も伝えられますし。 

藤巻 延べ人数と言ったらいいのかな、外部からは

どれくらい集まったんですか。もともと従業員同士の

垣根を越えた交流みたいな感じだったのですけれども、

それを公開することによって、それを目的として集ま

ったお客さんはどのくらいになるんですか。 

廣井 10校以上でしょうか。 

五十嵐 いや、もっと多いですよ。あてま大学を受

けられる学校さんは。 

藤巻 学校単位なんですね。 

五十嵐 そうです。基本的には教育旅行の中で。着

地型コンテンツをいかに増やせるかを考えたときに、

あてま大学は売りになることが分かりました。先ほど

申し上げましたように、このホテルには 23 の部署が

あり、ホテルに出勤して退勤するまで1回も会わない

スタッフがたくさんいるんですよ。 

でも、それぞれがそれぞれの部署で自分たちの仕事

をこなしているからホテル運営が成り立っているわけ

で、一度コロナ禍でお客さまが少ないから、従業員同

士がお互いに何をしているのか知る機会を作ろうと始

まったのが、あてま大学のきっかけで、本当はこうい
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う仕事をやっているんだ。なかなか私も施設に行った

りはしないので、そのときにはヘルメットをかぶって

施設の方が普段ボイラーの点検をどうしているのかと

か、温泉ってどういう仕組みでできているのかを知る

きっかけになったりしています。 

バスのドライバーは、厨房で普段レストランのコッ

クさんたちがどういう仕事をしているか。あとは簡単

に作れるパスタだったり、ケーキのデコレーションを

体験してもらって、簡単なんだけど素人がやると非常

に難しい。でも、プロがやると5分くらいでできちゃ

うというのを体験してもらったりというのをいろいろ

やっていって、生徒さんたちに大学の授業のように、

全部で 40 種類くらいあるのでそのカリキュラムの中

から自分が好きなものを二つとか三つ選んでもらって、

滞在中に1時間くらいの授業を3回くらい実施する形

でやったのがすごく刺さって好評です。 

中学生だとゴルフもやったことがない方が多いので、

ゴルフレッスン講座みたいなのもあって、うちのマス

ター室のスタッフがアイアンの打ち方を練習場で教え

たり、1ホールだけ実際に回ってもらったりとなると、

ゴルフ離れが非常に叫ばれている中で、若年層のゴル

ファーを作るきっかけになるのかなということでやっ

たりしてしていますね。 

藤巻 教育面でも総合的にいろいろな社会に貢献し

ていますよね。すばらしいですよね。もともとホテル

でやっていることがベースにあって、教育旅行では、

例えば、もともとウエディングのサービスを応用した

り、ディズニーランドでやっているようなものを織り

込んだり、いろいろなサービスを組み合わせることに

よって、付加価値の高いものを作り出している印象を

受けます。 

若い人が対象だから、大人になってからまたリピー

ターとなってどんどん帰ってくるような感じもします。 

五十嵐 よく子どもたちが大人を見たら、大人の仕

事って大変だなとかつらそうだなというようなイメー

ジを大半のお子さんは持っていると思います。ただベ

ルナティオに来てベルナティオの大人たちを見たら、

みんな生き生きと自分たちの仕事を楽しんで、プライ

ドを持ってやっている姿を見せることができたら、仕

事をするって楽しいんだなというイメージになっても

らえるかなというところも、あてま大学の一部分でお

伝えすることができたらということです。講師となる

われわれスタッフも真剣に勉強して、しっかり伝えや

すく伝わりやすくするにはどうしたらいいか、という

ところも考えながら勉強をしています。だから生徒さ

んたちだけではなく、われわれもレベルアップさせて

いただいているというのが、あてま大学かなと思って

います。 

藤巻 あてま大学の情報って、今のホームページに

上がっていましたか。 

五十嵐 上がっていないんです。 

藤巻 上がってないですよね。 

五十嵐 教育旅行の提案書で提案しているくらいで、

一般の方には知られていません。 

藤巻 なるほど。でも、修学旅行の選択のときに、

そういうのがホームページに上がっていると、引かれ

るようなところがあるかもしれない。でも、それで大

勢来たら受け付けられないかもしれないけれども。 

五十嵐 ありがとうございます。いい方法を考えら

れそうです。 

「「ああててまま大大学学」」のの内内的的なな効効果果：：従従業業員員同同士士のの交交流流  

堀籠 従業員の方々の取り組みがそういうサービス

になったこともすごくユニークで面白いところだと思

いますけれども、その取り組み自体は、従業員の方々

の関係性やコミュニケーションや、いろいろな部分で

もプラスの効果があったと思うのですが、その辺りは

どうですか。 

五十嵐 お互いがお互いの仕事のことを知らなかっ

たところが、そこでコミュニケーションが取れること

によって、相手を気遣ったり思いやる気持ちはもちろ

ん芽生えますし、逆にそういうスキルを持っているん

だったら、こういうふうにできない？というふうに活

かせたりもしたんですね。 

堀籠 お互いに新しくこんなことをやろうかとか、

やれないかなというのも生まれてきたり、意見をお互

いに出しやすいなど、変化がありましたか。 

五十嵐 ありますね。この後、館内をご見学いただ

くときにご覧いただきたいんですけれども、ロビーの

近くに最近キッズアメニティルームというのができた

んです。このキッズアメニティルームというのは、ホ

テルのアメニティはお部屋にいろいろセットされてい

ると思うんですけれども、お子様に特化したものをセ

ットして、逆にいうとお子様連れのお客さまが手ぶら

で来ても十分対応できるものがあったらいいよねとい

うことで作ったんです。 

そこにはSサイズからビッグサイズまでのおむつも

自由に持っていっていただけるように用意してありま

すし、お子様用の歯ブラシやお子様の髪を止めるもの
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や、お子様用のベビーソープとかお子様用の細い綿棒

とか、そういったものをママさんスタッフから必要な

ものを聞いて用意してあるお部屋があるんですが、そ

こってもともとはウエディングの打ち合わせをするス

ペースだったんですね。 

ただ、本当に 3 畳、4 畳くらいしかないお部屋だっ

たので、一組しか打ち合わせができない環境の中でや

っていて、それでは使えないということで別の場所に

ウエディングサロンは作ったのですけれども、作った

後ずっと空いているお部屋だったんです。そこをリニ

ューアルしようとなったときに、鹿島建設とかゼネコ

ンさんにお願いしてしまうと、非常に高額になってし

まう。でも、あてま大学をしたときに、うちのスタッ

フの中で手に職を持っていたスタッフがいたり、そう

いった発見があって、大工さんをやったことがあるス

タッフに大工仕事、電気工事士をやっていた方に電気

の仕事をということで、コミュニケーションを取れた

ことによってお互いがお互いの気持ちを分かってくれ

る環境にもなり、どういうスキルを持っているかとい

うのも分かるようになって、今のキッズアメニティル

ームが自前でできたのはすごいことだと思っています。 

木材選びから全部スタッフたちだけでやり、外部に

お願いすると何百万円とかかってしまうところが、数

十万で改装できたのは、このコミュニケーションがあ

ったからかなと思っています。 

堀籠 コロナ禍の休業をきっかけとしてやられたと

いうことですが、その後も継続的にあてま大学として

従業員の中で取り組みとしてやられているんですか。 

五十嵐 一部ですかね。主だってキッチンに行った

りとかそういうのはないんですけれども、私どものス

タッフの中にマナー講師がいて、そのマナー講師がホ

テルの接遇とはというのを教えるあてま大学の授業も

あり、それは継続的に行っていますし、そこから派生

して外部にもホテルのマナーを販売することにもつな

がっていて、パートナー企業にお邪魔してそこで接遇

をお話ししたり、あとは日本語の言葉遣いをお伝えし

たりというのは、少しずつ受注が増えてきている状況

です。 

藤巻 従業員同士の交流は、いったん山を迎えれば

だいたい落ち着くのでしょうけれども、今のサービス

は外部に向かって今後も継続的にできるわけですよね。

教育旅行のほかに、そのマナー講座だけでも、切り取

ってもできますね。 

五十嵐 そうですね。継続的にやっていけます。 

渡邊 マナー講座だけでなくて、ほかのいろいろな

ホテルのノウハウみたいなものを一般の方にという方

向性は、今後も追求していかれる予定ですか。 

五十嵐 はい。 

渡邊 地元の方もそういうことに参加するとまたハ

ードルが下がって、宿泊もされやすくなるでしょうし、

とてもいいですね。私は生涯教育なので、社会教育と

かそういう施設に行くのではなくて、ホテルの心地よ

い雰囲気の中でいろいろなことも学べるし、ついでに

おいしいお食事もして帰れるとか、ワイン講座も受け

られる。先ほどのお話を伺っていたら、お互いを知り

合ってお互いの持っているものをみんなで共有し合う

ことで、それをどう活かすか。 

地元の方はあまり来られないと言っているのが、む

しろ地元の方が来やすいきっかけを作って、そこから

何か新しい宿泊のターゲットを掘り起こしていくこと

もあるのかなと思いながらお聞きしていました。 

大大学学生生ののイインンタターーンンシシッッププのの受受けけ入入れれ  

田中 今の関連で、大学生のインターンシップはど

うでしょうか。1 泊 2 日くらいで、観光業やホテル業

に興味のある大学生が、宿泊し、あてま大学に参加す

ることで大変勉強になりますね。 

渡邊 フィールドスタディーズだけでは、私たちも

もったいない感じがしますね。 

藤巻 大学生は常にインターンシップをやりたいと

いうニーズが多いんですね。今はコロナ禍なんで、な

かなかできない状況なので。中には大学の授業の単位

に組み込まれているようなものもありますが、そうで

はなくて一般的なインターンシップであっても参加し

たいニーズは、大学生には常にあると思います。 

五十嵐 新潟大学からはいらっしゃいましたか。 

廣井 あまりないですね。 

藤巻 地理的な問題もあって、車がないとなかなか

来れないですかね。 

廣井 経営大学さんの観光学科とは、お付き合いが

あり、1週間～2週間程度、レストランの業務など同じ

個所で授業としてやらせていただいています。 

堀籠 ニーズというか、観光に興味のある学生とい

うのは結構実は多いと思います。というのは、地域で

今、関係人口や交流人口など、地域の問題と連動した

形で観光に目を向けている形で、地域の問題に関心を

持っている学生は多いので、そういった意味ではニー

ズはそれなりにあるのかなと思います。 
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う仕事をやっているんだ。なかなか私も施設に行った

りはしないので、そのときにはヘルメットをかぶって

施設の方が普段ボイラーの点検をどうしているのかと

か、温泉ってどういう仕組みでできているのかを知る

きっかけになったりしています。 

バスのドライバーは、厨房で普段レストランのコッ

クさんたちがどういう仕事をしているか。あとは簡単

に作れるパスタだったり、ケーキのデコレーションを

体験してもらって、簡単なんだけど素人がやると非常

に難しい。でも、プロがやると5分くらいでできちゃ

うというのを体験してもらったりというのをいろいろ

やっていって、生徒さんたちに大学の授業のように、

全部で 40 種類くらいあるのでそのカリキュラムの中

から自分が好きなものを二つとか三つ選んでもらって、

滞在中に1時間くらいの授業を3回くらい実施する形

でやったのがすごく刺さって好評です。 

中学生だとゴルフもやったことがない方が多いので、

ゴルフレッスン講座みたいなのもあって、うちのマス

ター室のスタッフがアイアンの打ち方を練習場で教え

たり、1ホールだけ実際に回ってもらったりとなると、

ゴルフ離れが非常に叫ばれている中で、若年層のゴル

ファーを作るきっかけになるのかなということでやっ

たりしてしていますね。 

藤巻 教育面でも総合的にいろいろな社会に貢献し

ていますよね。すばらしいですよね。もともとホテル

でやっていることがベースにあって、教育旅行では、

例えば、もともとウエディングのサービスを応用した

り、ディズニーランドでやっているようなものを織り

込んだり、いろいろなサービスを組み合わせることに

よって、付加価値の高いものを作り出している印象を

受けます。 

若い人が対象だから、大人になってからまたリピー

ターとなってどんどん帰ってくるような感じもします。 

五十嵐 よく子どもたちが大人を見たら、大人の仕

事って大変だなとかつらそうだなというようなイメー

ジを大半のお子さんは持っていると思います。ただベ

ルナティオに来てベルナティオの大人たちを見たら、

みんな生き生きと自分たちの仕事を楽しんで、プライ

ドを持ってやっている姿を見せることができたら、仕

事をするって楽しいんだなというイメージになっても

らえるかなというところも、あてま大学の一部分でお

伝えすることができたらということです。講師となる

われわれスタッフも真剣に勉強して、しっかり伝えや

すく伝わりやすくするにはどうしたらいいか、という

ところも考えながら勉強をしています。だから生徒さ

んたちだけではなく、われわれもレベルアップさせて

いただいているというのが、あてま大学かなと思って

います。 

藤巻 あてま大学の情報って、今のホームページに

上がっていましたか。 

五十嵐 上がっていないんです。 

藤巻 上がってないですよね。 

五十嵐 教育旅行の提案書で提案しているくらいで、

一般の方には知られていません。 

藤巻 なるほど。でも、修学旅行の選択のときに、

そういうのがホームページに上がっていると、引かれ

るようなところがあるかもしれない。でも、それで大

勢来たら受け付けられないかもしれないけれども。 

五十嵐 ありがとうございます。いい方法を考えら

れそうです。 

「「ああててまま大大学学」」のの内内的的なな効効果果：：従従業業員員同同士士のの交交流流  

堀籠 従業員の方々の取り組みがそういうサービス

になったこともすごくユニークで面白いところだと思

いますけれども、その取り組み自体は、従業員の方々

の関係性やコミュニケーションや、いろいろな部分で

もプラスの効果があったと思うのですが、その辺りは

どうですか。 

五十嵐 お互いがお互いの仕事のことを知らなかっ

たところが、そこでコミュニケーションが取れること

によって、相手を気遣ったり思いやる気持ちはもちろ

ん芽生えますし、逆にそういうスキルを持っているん

だったら、こういうふうにできない？というふうに活

かせたりもしたんですね。 

堀籠 お互いに新しくこんなことをやろうかとか、

やれないかなというのも生まれてきたり、意見をお互

いに出しやすいなど、変化がありましたか。 

五十嵐 ありますね。この後、館内をご見学いただ

くときにご覧いただきたいんですけれども、ロビーの

近くに最近キッズアメニティルームというのができた

んです。このキッズアメニティルームというのは、ホ

テルのアメニティはお部屋にいろいろセットされてい

ると思うんですけれども、お子様に特化したものをセ

ットして、逆にいうとお子様連れのお客さまが手ぶら

で来ても十分対応できるものがあったらいいよねとい

うことで作ったんです。 

そこにはSサイズからビッグサイズまでのおむつも

自由に持っていっていただけるように用意してありま

すし、お子様用の歯ブラシやお子様の髪を止めるもの
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や、お子様用のベビーソープとかお子様用の細い綿棒

とか、そういったものをママさんスタッフから必要な

ものを聞いて用意してあるお部屋があるんですが、そ

こってもともとはウエディングの打ち合わせをするス

ペースだったんですね。 

ただ、本当に 3 畳、4 畳くらいしかないお部屋だっ

たので、一組しか打ち合わせができない環境の中でや

っていて、それでは使えないということで別の場所に

ウエディングサロンは作ったのですけれども、作った

後ずっと空いているお部屋だったんです。そこをリニ

ューアルしようとなったときに、鹿島建設とかゼネコ

ンさんにお願いしてしまうと、非常に高額になってし

まう。でも、あてま大学をしたときに、うちのスタッ

フの中で手に職を持っていたスタッフがいたり、そう

いった発見があって、大工さんをやったことがあるス

タッフに大工仕事、電気工事士をやっていた方に電気

の仕事をということで、コミュニケーションを取れた

ことによってお互いがお互いの気持ちを分かってくれ

る環境にもなり、どういうスキルを持っているかとい

うのも分かるようになって、今のキッズアメニティル

ームが自前でできたのはすごいことだと思っています。 

木材選びから全部スタッフたちだけでやり、外部に

お願いすると何百万円とかかってしまうところが、数

十万で改装できたのは、このコミュニケーションがあ

ったからかなと思っています。 

堀籠 コロナ禍の休業をきっかけとしてやられたと

いうことですが、その後も継続的にあてま大学として

従業員の中で取り組みとしてやられているんですか。 

五十嵐 一部ですかね。主だってキッチンに行った

りとかそういうのはないんですけれども、私どものス

タッフの中にマナー講師がいて、そのマナー講師がホ

テルの接遇とはというのを教えるあてま大学の授業も

あり、それは継続的に行っていますし、そこから派生

して外部にもホテルのマナーを販売することにもつな

がっていて、パートナー企業にお邪魔してそこで接遇

をお話ししたり、あとは日本語の言葉遣いをお伝えし

たりというのは、少しずつ受注が増えてきている状況

です。 

藤巻 従業員同士の交流は、いったん山を迎えれば

だいたい落ち着くのでしょうけれども、今のサービス

は外部に向かって今後も継続的にできるわけですよね。

教育旅行のほかに、そのマナー講座だけでも、切り取

ってもできますね。 

五十嵐 そうですね。継続的にやっていけます。 

渡邊 マナー講座だけでなくて、ほかのいろいろな

ホテルのノウハウみたいなものを一般の方にという方

向性は、今後も追求していかれる予定ですか。 

五十嵐 はい。 

渡邊 地元の方もそういうことに参加するとまたハ

ードルが下がって、宿泊もされやすくなるでしょうし、

とてもいいですね。私は生涯教育なので、社会教育と

かそういう施設に行くのではなくて、ホテルの心地よ

い雰囲気の中でいろいろなことも学べるし、ついでに

おいしいお食事もして帰れるとか、ワイン講座も受け

られる。先ほどのお話を伺っていたら、お互いを知り

合ってお互いの持っているものをみんなで共有し合う

ことで、それをどう活かすか。 

地元の方はあまり来られないと言っているのが、む

しろ地元の方が来やすいきっかけを作って、そこから

何か新しい宿泊のターゲットを掘り起こしていくこと

もあるのかなと思いながらお聞きしていました。 

大大学学生生ののイインンタターーンンシシッッププのの受受けけ入入れれ  

田中 今の関連で、大学生のインターンシップはど

うでしょうか。1 泊 2 日くらいで、観光業やホテル業

に興味のある大学生が、宿泊し、あてま大学に参加す

ることで大変勉強になりますね。 

渡邊 フィールドスタディーズだけでは、私たちも

もったいない感じがしますね。 

藤巻 大学生は常にインターンシップをやりたいと

いうニーズが多いんですね。今はコロナ禍なんで、な

かなかできない状況なので。中には大学の授業の単位

に組み込まれているようなものもありますが、そうで

はなくて一般的なインターンシップであっても参加し

たいニーズは、大学生には常にあると思います。 

五十嵐 新潟大学からはいらっしゃいましたか。 

廣井 あまりないですね。 

藤巻 地理的な問題もあって、車がないとなかなか

来れないですかね。 

廣井 経営大学さんの観光学科とは、お付き合いが

あり、1週間～2週間程度、レストランの業務など同じ

個所で授業としてやらせていただいています。 

堀籠 ニーズというか、観光に興味のある学生とい

うのは結構実は多いと思います。というのは、地域で

今、関係人口や交流人口など、地域の問題と連動した

形で観光に目を向けている形で、地域の問題に関心を

持っている学生は多いので、そういった意味ではニー

ズはそれなりにあるのかなと思います。 
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地地域域ととのの連連携携  

田中 地域として他にもいろいろやられていますよ

ね。先ほどの観光だけでなくて、サツマイモ掘りとか、

あと女性のサッカープロリーグのチーム、妻有レディ

ス5がありますよね？地域との連携はこれからどのよ

うに進めていきたいとお考えですか。 

五十嵐 もっともっと強めていきたいなと思ってい

ます。クロアチアピッチという、天然芝のサッカーコ

ートが2面敷地内にあり、そこのクロアチアピッチの

指定管理も市から請け負っています。今までは市もサ

ッカーだけしか使い道がないと考えてサッカーメイン

で使っていた場所を、われわれがいろいろプロデュー

スさせていただくことによって、サッカー以外に本当

に天然芝のいいコートがあるので、そこを使っていた

だけるようになるのかなというのも、もう少し市の方

と話をしながら進めています。 

今年は大地の芸術祭がありますので、芸術祭もうま

く使って、市にお客さまがいらっしゃっていただける

ように、われわれが集客する形で進めていきたいなと

思っています。 

田中 この辺りは大地の芸術祭の芸術作品あります

か。この敷地内にはないですよね。 

五十嵐 敷地内はあまりないです。あったりなかっ

たりですね。 

田中 あるにはあるんですね。それを、集中的に入

れてみたらいかがですか。 

藤巻 でも、イタリア風に合わないとか（笑）。 

田中 イタリアに合わないか。ああ、そうか。 

五十嵐 そうなんですね。 

田中 芸術作品は散らばってて、ひとつひとつ見に

いくのは面白いけども、離れていたりして大変ですよ

ね。車で松代の「農舞台」6辺りに行くと固まってあり

ますよね。そういうところには行きやすいんですけど、

ポツポツ散らばっているとなかなか行きにくいんです

よね。 

五十嵐 そうですね。 

田中 ホテルの敷地内に芸術作品を三つ四つ設置し

 
 

5 FC越後妻有（新潟県十日町市松代3743-1）。全国から越後妻有へ移

住した女子サッカー選手が、棚田の保全活動や大地の芸術祭の運営

に励みながらトップリーグを目指すプロジェクト。 
https://twitter.com/fcechigotsumari 

（2022年11月18日閲覧） 
6 まつだい「農舞台」（新潟県十日町市松代3743-1）。「都市と農村の

交換」というテーマのもと、地域の資源を発掘し発信する総合文化

施設。 

てあれば、バスで来てお食事をして、芸術を見たりと

かできるかなと思ったりします。 

渡邊 ベルナティオはそういうのと連動するような

形で、独自にされるような。イタリアン的な何かそう

いう芸術作品を設置すると良いと思います。 

五十嵐 芸術ではないですけど、建築でいうと安藤

忠雄さんの建築が2カ所7あります。 

藤巻 表彰されていましたね。 

五十嵐 そうなんです。それらを求めて、建築科の

学生さんとかがお越しいただく機会はあったりします。 

藤巻 芸術的な展覧会とかができると良いですね、

油絵とか。 

五十嵐 そういうのが似合う建物だと思います。 

フフィィーールルドドススタタデディィーーズズのの実実施施状状況況  

並川 大学生のインターンシップは現状どれくらい

受け入れていらっしゃるのでしょうか。 

廣井 長期のもので、年間5組くらいです。特に専

門学校生は授業の一環で来たりします。そういうのも

含めると10組くらいです。1回に2人くらいずつ来ま

す。 

並川 20人くらいですか。 

廣井 年間でそれくらいだと思います。 

並川 予定どおりというか、もうちょっと増やした

いとか、ちょっと多いなという感じだったり、どうい

うイメージでしょうか。 

廣井 やはり宿が必要といいますか、学生さんもお

車を持っていればよいのですけれども、ない方もいら

っしゃるので、寮とかそういうお住まいの問題が一番

クリティカルなことかと思います。できれば通年で少

なく続くと非常にありがたいです。一気にこうなって

しまうと、夏場とかはやっぱりご利用者数がすごく多

いので、十分に対応できません。 

並川 夏場で延べ20人くらいということですか。 

廣井 夏場に来るのはその半分くらいですが、あと

は年間通じて散らばっています。特に調理系の方など

がいらっしゃっています。 

https://www.echigo-tsumari.jp/travelinformation/nohbutai/ 
（2022年11月18日閲覧） 
7 2010年（平成22年）9月18日、“あてま森と水辺の教室ポポラ”

のビジターセンター「森のホール」・「人と自然の共生」を体験する

施設「水辺のホール」をオープン（設計・設計監理：安藤忠雄建築

研究所）。12月7日、la Sala、FIORIAが日本建築美術工芸協会

（AACA）「第20回 AACA賞」を受賞。 
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並川 今回はフィールドスタディーズというきっか

けでお伺いしていますけれども、フィールドスタディ

ーズのような形の受け入れは、他のところはございま

すか。 

廣井 以前は新潟経営大学さんが同じような内容で

実施していました。一部の学生さんが常駐しながら、

観光に関するコンテンツやプランを考えましょうとい

う、そういう産学連携みたいな中にうちも入ってやっ

たことはありましたけれども、最近はそれがなくなり、

授業の一環としてのインターンシップに絞られてきて

いる感じがしますね。今のところ、こういう形で受け

入れているのは新潟大学さんのみです。 

並川 フィールドスタディーズを受け入れていただ

いたのはどういうきっかけですか。 

廣井 一番のきっかけは経済同友会さんからご紹介

をいただいたことです。弊社もそういう団体に入って

いまして、ご紹介をいただいたので、ぜひということ

始めたのがきっかけです。 

並川 今、大学側に何か求めているものはございま

すか。どういうイメージを持っていたのか、それがう

まく実現できているのかなどありますでしょうか。 

廣井 ちょっとどんなものかもよく分からず、イン

ターンシップの一環なのかなぐらいな感じでお引き受

けしましたが、通常のインターンシップとは全く別で、

大学1年生がいらして、そこから課題を一緒に考えて

というところで非常に共感が得られたことと、我々も

一緒にその場で学べる大変良い機会なので、そこはぜ

ひやりましょうということで進めてさせていただいた

のが始まりです。 

五十嵐 参加学生さんに、我々も求めすぎてしまっ

ているのかなと思ったりするぐらい、いろいろしてい

ます。ウエディングでいうとリゾートウエディングを

もっと獲得するために、このフィールドを使って何か

提案はないですかと聞いてみたり。ショップも、売り

上げを上げるためには地元のものを使ってどうしたら

いいですかとか。 

昨年は教育旅行がこちらに向いてきてくださってい

るので、このベルナティオで教育旅行をどうブランデ

ィングすることができますかみたいな形で、高校生か

ら大学に入学したばかりの学生さんにそういうテーマ

を持っていただいて、学生さんならではの意見を聞く

のは、非常に生徒さんたちも前向きなんですけれども、

なかなか難しいだろうな、そのテーマは難しいだろう

なと思いながら実施しました。でも、我々もその課題

を解決すると、何かビジネス的にも役立つだろうなと

思うものを求めてしまったりするので、そういったと

ころでなかなか形にしづらい部分もあったのではない

かなと思っています。 

廣井 若い方はうちにもいっぱいいますけれども、

大学に入って優秀な方で、これからという柔軟な発想

で、ぜひ売り上げに寄与していただきたいというのが

一番です。何とか売れるコンテンツを、アイデアをい

ただいて、いいものを作りたいなと毎年思っています。 

並川 ４週間という期間は、長さ的にはいかがでし

ょうか。４週間で何か形にするのは、短いようで長い

ようで、なかなか難しいところだと思いますが、受け

入れている側の実感としては、どのような感じでしょ

うか。 

廣井 なかなか難しいですね。先ほど五十嵐も言い

ましたけれども、大変なところもありますし、我々の

ニーズをご理解いただくまでがなかなか時間かかりま

す。やはり学生さんがやりたいことはたくさんありま

すし、いろいろな情報を聞けば聞くほどあれもやりた

い、これもやりたいっていうのがあって、それを実現

していっても当社のニーズとはちょっとずれているか

なというところが出てきます。そこをうまくすり合わ

せながら今までもおこなっていましたので、そこにち

ょっと時間がかかりますね。 

田中 そうですね。このホテルについて、今日話し

たことを全部理解して、またその中から組み合わせて

いくものですからね。新しいアイデアとなると学生の

力ではすぐには出てこないでしょう。 

藤巻 そうですよね。最大公約数を取ればいいとい

うわけではないから、何か本当に売れるものですよね。

ピンポイントでニーズを満たすような何かが必要です

ね。 

田中 まだ、大１年生で、例えば観光学部の３年生

くらいの学生と違って、ほとんど観光に対する知識が

ない状況で来ているので、そういう意味ではなかなか

短期間では難しいと思います。 

五十嵐 中間発表はこちらであるんですけれども、

中間発表は私どもの社長とか常務とか総支配人とか、

みんなが見ている中で発表いただくのですが、我々の

意見は結構厳しいですよね。学生さんたちはしっかり 

とパワポをまとめてきていただいているんですけれど

も、パワポの作り方がよくないとか、説明が伝わらな

いとかというところで、何を言いたいのかよく分から

ないとかっていうところから持って帰ってもらって、

また組み立て直してもらっています。 

藤巻 中間発表ってどのくらいのタイミングでやる
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地地域域ととのの連連携携  

田中 地域として他にもいろいろやられていますよ

ね。先ほどの観光だけでなくて、サツマイモ掘りとか、

あと女性のサッカープロリーグのチーム、妻有レディ

ス5がありますよね？地域との連携はこれからどのよ

うに進めていきたいとお考えですか。 

五十嵐 もっともっと強めていきたいなと思ってい

ます。クロアチアピッチという、天然芝のサッカーコ

ートが2面敷地内にあり、そこのクロアチアピッチの

指定管理も市から請け負っています。今までは市もサ

ッカーだけしか使い道がないと考えてサッカーメイン

で使っていた場所を、われわれがいろいろプロデュー

スさせていただくことによって、サッカー以外に本当

に天然芝のいいコートがあるので、そこを使っていた

だけるようになるのかなというのも、もう少し市の方

と話をしながら進めています。 

今年は大地の芸術祭がありますので、芸術祭もうま

く使って、市にお客さまがいらっしゃっていただける

ように、われわれが集客する形で進めていきたいなと

思っています。 

田中 この辺りは大地の芸術祭の芸術作品あります

か。この敷地内にはないですよね。 

五十嵐 敷地内はあまりないです。あったりなかっ

たりですね。 

田中 あるにはあるんですね。それを、集中的に入

れてみたらいかがですか。 

藤巻 でも、イタリア風に合わないとか（笑）。 

田中 イタリアに合わないか。ああ、そうか。 

五十嵐 そうなんですね。 

田中 芸術作品は散らばってて、ひとつひとつ見に

いくのは面白いけども、離れていたりして大変ですよ

ね。車で松代の「農舞台」6辺りに行くと固まってあり

ますよね。そういうところには行きやすいんですけど、

ポツポツ散らばっているとなかなか行きにくいんです

よね。 

五十嵐 そうですね。 

田中 ホテルの敷地内に芸術作品を三つ四つ設置し

 
 

5 FC越後妻有（新潟県十日町市松代3743-1）。全国から越後妻有へ移

住した女子サッカー選手が、棚田の保全活動や大地の芸術祭の運営

に励みながらトップリーグを目指すプロジェクト。 
https://twitter.com/fcechigotsumari 

（2022年11月18日閲覧） 
6 まつだい「農舞台」（新潟県十日町市松代3743-1）。「都市と農村の

交換」というテーマのもと、地域の資源を発掘し発信する総合文化

施設。 

てあれば、バスで来てお食事をして、芸術を見たりと

かできるかなと思ったりします。 

渡邊 ベルナティオはそういうのと連動するような

形で、独自にされるような。イタリアン的な何かそう

いう芸術作品を設置すると良いと思います。 

五十嵐 芸術ではないですけど、建築でいうと安藤

忠雄さんの建築が2カ所7あります。 

藤巻 表彰されていましたね。 

五十嵐 そうなんです。それらを求めて、建築科の

学生さんとかがお越しいただく機会はあったりします。 

藤巻 芸術的な展覧会とかができると良いですね、

油絵とか。 

五十嵐 そういうのが似合う建物だと思います。 

フフィィーールルドドススタタデディィーーズズのの実実施施状状況況  

並川 大学生のインターンシップは現状どれくらい

受け入れていらっしゃるのでしょうか。 

廣井 長期のもので、年間5組くらいです。特に専

門学校生は授業の一環で来たりします。そういうのも

含めると10組くらいです。1回に2人くらいずつ来ま

す。 

並川 20人くらいですか。 

廣井 年間でそれくらいだと思います。 

並川 予定どおりというか、もうちょっと増やした

いとか、ちょっと多いなという感じだったり、どうい

うイメージでしょうか。 

廣井 やはり宿が必要といいますか、学生さんもお

車を持っていればよいのですけれども、ない方もいら

っしゃるので、寮とかそういうお住まいの問題が一番

クリティカルなことかと思います。できれば通年で少

なく続くと非常にありがたいです。一気にこうなって

しまうと、夏場とかはやっぱりご利用者数がすごく多

いので、十分に対応できません。 

並川 夏場で延べ20人くらいということですか。 

廣井 夏場に来るのはその半分くらいですが、あと

は年間通じて散らばっています。特に調理系の方など

がいらっしゃっています。 

https://www.echigo-tsumari.jp/travelinformation/nohbutai/ 
（2022年11月18日閲覧） 
7 2010年（平成22年）9月18日、“あてま森と水辺の教室ポポラ”

のビジターセンター「森のホール」・「人と自然の共生」を体験する

施設「水辺のホール」をオープン（設計・設計監理：安藤忠雄建築

研究所）。12月7日、la Sala、FIORIAが日本建築美術工芸協会

（AACA）「第20回 AACA賞」を受賞。 
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並川 今回はフィールドスタディーズというきっか

けでお伺いしていますけれども、フィールドスタディ

ーズのような形の受け入れは、他のところはございま

すか。 

廣井 以前は新潟経営大学さんが同じような内容で

実施していました。一部の学生さんが常駐しながら、

観光に関するコンテンツやプランを考えましょうとい

う、そういう産学連携みたいな中にうちも入ってやっ

たことはありましたけれども、最近はそれがなくなり、

授業の一環としてのインターンシップに絞られてきて

いる感じがしますね。今のところ、こういう形で受け

入れているのは新潟大学さんのみです。 

並川 フィールドスタディーズを受け入れていただ

いたのはどういうきっかけですか。 

廣井 一番のきっかけは経済同友会さんからご紹介

をいただいたことです。弊社もそういう団体に入って

いまして、ご紹介をいただいたので、ぜひということ

始めたのがきっかけです。 

並川 今、大学側に何か求めているものはございま

すか。どういうイメージを持っていたのか、それがう

まく実現できているのかなどありますでしょうか。 

廣井 ちょっとどんなものかもよく分からず、イン

ターンシップの一環なのかなぐらいな感じでお引き受

けしましたが、通常のインターンシップとは全く別で、

大学1年生がいらして、そこから課題を一緒に考えて

というところで非常に共感が得られたことと、我々も

一緒にその場で学べる大変良い機会なので、そこはぜ

ひやりましょうということで進めてさせていただいた

のが始まりです。 

五十嵐 参加学生さんに、我々も求めすぎてしまっ

ているのかなと思ったりするぐらい、いろいろしてい

ます。ウエディングでいうとリゾートウエディングを

もっと獲得するために、このフィールドを使って何か

提案はないですかと聞いてみたり。ショップも、売り

上げを上げるためには地元のものを使ってどうしたら

いいですかとか。 

昨年は教育旅行がこちらに向いてきてくださってい

るので、このベルナティオで教育旅行をどうブランデ

ィングすることができますかみたいな形で、高校生か

ら大学に入学したばかりの学生さんにそういうテーマ

を持っていただいて、学生さんならではの意見を聞く

のは、非常に生徒さんたちも前向きなんですけれども、

なかなか難しいだろうな、そのテーマは難しいだろう

なと思いながら実施しました。でも、我々もその課題

を解決すると、何かビジネス的にも役立つだろうなと

思うものを求めてしまったりするので、そういったと

ころでなかなか形にしづらい部分もあったのではない

かなと思っています。 

廣井 若い方はうちにもいっぱいいますけれども、

大学に入って優秀な方で、これからという柔軟な発想

で、ぜひ売り上げに寄与していただきたいというのが

一番です。何とか売れるコンテンツを、アイデアをい

ただいて、いいものを作りたいなと毎年思っています。 

並川 ４週間という期間は、長さ的にはいかがでし

ょうか。４週間で何か形にするのは、短いようで長い

ようで、なかなか難しいところだと思いますが、受け

入れている側の実感としては、どのような感じでしょ

うか。 

廣井 なかなか難しいですね。先ほど五十嵐も言い

ましたけれども、大変なところもありますし、我々の

ニーズをご理解いただくまでがなかなか時間かかりま

す。やはり学生さんがやりたいことはたくさんありま

すし、いろいろな情報を聞けば聞くほどあれもやりた

い、これもやりたいっていうのがあって、それを実現

していっても当社のニーズとはちょっとずれているか

なというところが出てきます。そこをうまくすり合わ

せながら今までもおこなっていましたので、そこにち

ょっと時間がかかりますね。 

田中 そうですね。このホテルについて、今日話し

たことを全部理解して、またその中から組み合わせて

いくものですからね。新しいアイデアとなると学生の

力ではすぐには出てこないでしょう。 

藤巻 そうですよね。最大公約数を取ればいいとい

うわけではないから、何か本当に売れるものですよね。

ピンポイントでニーズを満たすような何かが必要です

ね。 

田中 まだ、大１年生で、例えば観光学部の３年生

くらいの学生と違って、ほとんど観光に対する知識が

ない状況で来ているので、そういう意味ではなかなか

短期間では難しいと思います。 

五十嵐 中間発表はこちらであるんですけれども、

中間発表は私どもの社長とか常務とか総支配人とか、

みんなが見ている中で発表いただくのですが、我々の

意見は結構厳しいですよね。学生さんたちはしっかり 

とパワポをまとめてきていただいているんですけれど

も、パワポの作り方がよくないとか、説明が伝わらな

いとかというところで、何を言いたいのかよく分から

ないとかっていうところから持って帰ってもらって、

また組み立て直してもらっています。 

藤巻 中間発表ってどのくらいのタイミングでやる
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のでしょうか。 

田中 ２週間目です。 

五十嵐 本当にそうなんですよね。 

並川 最初の年も、最後の大学でやる発表のところ

で、学生の評判が一番よかったのが確か御社に受け入

れていただいた学生でしたね。 

藤巻 中間発表は大事なんですね。現場の皆さんに

叩いていただくことが、勉強になります。 

並川 そういうふうにきちんとコメントをいただい

たりしているのが、学生のほうには大変プラスに働い

ていると思いますので、もっと厳しくやっていただい

てください。 

五十嵐 結構早めにご到着いただいて、３人ないし

４人でああじゃない、こうじゃないと言いながら中間

発表を迎えたりするので、本当に間際まで資料を作っ

ていらっしゃったかと思うんですけれども、それをバ

シッと切られちゃうと、ちょっとかわいそうだなと思

いながらも、でも確かにうちの社長が言っていること

は的を得ているなと聞きながら感じています。それを

踏襲して、ちゃんと次に発表いただくときには作り上

げてきたりしていますが、そこでも、もうちょっとこ

うしたほうがいいよという話をしたりしているので、

そういったところは少しでも刺さっていただいたらい

いと考えています。 

並川 ありがとうございます。 

新新入入社社員員研研修修のの実実施施方方法法  

並川 また少し話が変わってしまいますが、先ほど、

あてま大学という形で、社員間、中での交流があまり

なかったという話をされていたんですけれども、新入

社員の研修はどういう形でされていますか。 

五十嵐 新入社員は、１年間は各部署を回る形を取

っており、そのプログラムの中で調理は調理に入るん

ですけれども、一般のサービスで希望されている方は、

上司が総支配人で、直轄になります。そのため１年間、

自分の上司は総支配人という部署に配属して、その総

支配人室にいるメンバーがトレーニングをしながら各

部署に行って、例えば３カ月だったら３カ月、同じ部

署で経験をしていただいてという形で、１年間を通し

てホテルのいろいろな仕事を経験していただく教育プ

ログラムになっています。 

入社して２週間は先ほどのマナー講師が徹底的にホ

テリエとしての立ち居振る舞いや、言葉使いなどをト

レーニングして、そこから部署に配属をして、いろい

ろな部署を経験していただきます。 

１週間に１回レポートを出していただいて、今の自

分の課題や悩み、あとはベルナティオで何ができるか

というような期待や希望というのを全部ヒアリングし

て、そのヒアリングをしたレポートに答えるのは２年

生になります。要は、今の新入社員が翌年２年生にな

るので、その２年生が自分たちが今までやってきたこ

とを今度は新入社員に伝えるような形での取り組みに

して、１年生と２年生のレポートのやりとりをしてい

るものを総支配人が見て、もっとこういうふうに指導

したほうがいいよとか、こういう悩みを抱えているん

だなと把握すれば、総支配人からそれぞれの部署の部

署長、支配人たちにいろいろアドバイスができるとい

うことで、新入社員の方々が１年間本当に働きやすい

環境を作っていくというのを取り入れています。 

並川 １年目はいろいろな部署を経験されていて、

それを踏まえて配属が決まるわけですね。 

五十嵐 そうですね。２月に新入社員のスタッフの

面談があって、いろいろ経験してきて、どの部署に自

分は配属を希望するかを聞いています。希望どおりに

いくスタッフもいれば、希望どおりにいかないスタッ

フもいます。それは、教育をしていた総支配人室のメ

ンバーだったり総支配人だったりが見て、適性を判断

したりして、本人はここを選んでいるけれども、１年

間見てきて彼だったらこっちの部署のほうが力を発揮

できるんじゃないかとか、そのまま希望どおりにいけ

ば、確かにそうだよねということでアサインしたりと

いうふうに、いろいろ考えています。 

１年生だけではなくて、われわれも１年に１回、そ

ういう希望をヒアリングする面談がありますので、そ

ういうときに、例えば５年間ここで働いていたけれど

も、こっちの部署のほうが興味があるなとか、こっち

の部署に行くと自分がこういう役に立てるという面談

があって、それで部署を異動することもあります。 

並川 結構異動はあるものなんですか。希望を出し

て異動をされる方は結構いらっしゃるんですか。 

五十嵐 多くはないかもしれないですね。 

廣井 希望して異動できる方は少ないかもしれない

ですね。適性もありますし、部門が多いですけれども、

行ける業態はある程度限られて。うちみたいな管理部

門からいきなりサービスに行くとか、現実的にはケー

スとしては少ないと思います。１年に１回定期異動が

あり、あとは不定期で動いていますけれども、比較的

異動のスピードは早いと思っております。 

五十嵐 うちは早いと思います。 
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廣井 早いですか。 

五十嵐 業務を個に付けたくないというのが、総支

配人の考え方です。その人が抜けたらその人がやって

いた業務ができなくなるような状況は作りたくないと

いうことで、３年に１回くらいいろいろな部署を経験

して、引き継いでということで、それが１年ごとに入

れ替わりができるような仕組みを作りたいということ

でやっています。３年に１回だから全然違う部署に行

くというスタンスは早いなと思っています。 

並川 ３年に１回、管理部門からほかの部門に移っ

たりという形でしょうか。 

五十嵐 管理部門だったら管理部門、経理だったり

購買や、施設があるので。 

並川 部門の中でいろいろ移動ということですか。 

五十嵐 各部門が、異動の範囲になってきますね。

まれに管理部門からサービスにとか、サービスから管

理部門にというのもありますけれど。 

藤巻 基本は同一系統のものですかね。 

五十嵐 はい。 

廣井 専門性が高い部署は、例えばサービスと購買

とか、庶務と購買とか、部門経験みたい感じで行くこ

ともありますね。 

採採用用面面接接時時ににみみるる学学生生のの資資質質  

田中 大学生に求める資質といいますか、どんなと

ころを見て採用しているのか。逆にこういう学生を育

ててほしい、ぜひこういう人間を作ってくれるとウエ

ルカムだというような資質などについて教えてくださ

い。まず面接で、どのような大学生を採用されますか。 

廣井 端的にいうと、すごくシンプルで、笑顔が最

も重要でしょうか。 

田中 笑顔の練習が必要ですね。 

藤巻 今はマスクをしているから、なかなか口角を

上げて見せることができないのでは。 

廣井 挨拶がしっかりできているかどうか。あとは

素直であれば、もうそれが全てです。結構、簡単そう

で難しいことです。 

藤巻 面接で決まるということですか。 

廣井 そうですね。面接と簡単な論文を書いてもら

っています。学生活動で苦労したこととか。 

藤巻 それを言うと、学生は本当に鏡の前でずっと

笑顔の練習しているんですよね。口角を上げる練習を

して顔が引きつったとか言っていましたけれども。 

田中 そうすると、何か大学でこういうことをやっ

てきましたと言ったほうがいいわけですか。 

廣井 協調性だとか、ある程度ストレス耐性を持っ

ていないとやっていけないので。ちょっと厳しい質問

もします。 

田中 例えばどのような質問をされるのですか。 

廣井 何か学生のときの挫折はありませんか。それ

をどういうふうに克服したんですかとかです。 

藤巻 居酒屋とかでアルバイトをやっている学生は

多いんですけれども、面接ではそういうアルバイト経

験などを質問されますか。 

廣井 結構ご本人から論文で書くことが多いですね。 

藤巻 そうですね。全く書く内容がないと困ります

よね。何かそういう学生もいたりしますけれども。 

田中 大学の専門性みたいなのはいかがですか。○

○学部から来たとか、そういう学部さんだと。経済学

部でミクロ経済を一生懸命にやってきましたとか、法

律の何とか判例をやりましたとか、そのような努力は

それほどでもないのでしょうか。 

廣井 感情的にすごいなとは思いますけれども、そ

れが全てではない思います。 

田中 全てではなくて、逆にもっと人間としてとい

うことですか。 

廣井 そうです。本当に人間性だけで、採用の程度・

パーセンテージが高いと思います。 

藤巻 資格はどうですか。例えばコンピューターに

強いとか。英語とかAIとか、そういう資格面で何か求

められるものはありますか。 

廣井 ないですね。 

藤巻 ないですか。なるほど。 

五十嵐 語学が堪能とかだったら、求められるのか

なと思うんですけど。 

廣井 アドバンテージはありますけどね。でも、か

といってそれが全てではないと思います。でも確かに

語学とか、あと旅行業に関する資格があると、少しは

有利です。でも、そういう方は専門学校生の方です。

四年制の方はあまりそこを突き詰めて勉強される方っ

て少ないですよね。 

ココロロナナ禍禍にによよるるイインンババウウンンドドへへのの影影響響  

渡邊 お聞きしていて、インバウンドは、コロナ前

と比較していかがでしょうか。 

五十嵐 そもそも、もともと私どもは、インバウン

ドは取っていませんでした。 

渡邊 ほかのところはインバウンドにすごく期待し
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のでしょうか。 

田中 ２週間目です。 

五十嵐 本当にそうなんですよね。 

並川 最初の年も、最後の大学でやる発表のところ

で、学生の評判が一番よかったのが確か御社に受け入

れていただいた学生でしたね。 

藤巻 中間発表は大事なんですね。現場の皆さんに

叩いていただくことが、勉強になります。 

並川 そういうふうにきちんとコメントをいただい

たりしているのが、学生のほうには大変プラスに働い

ていると思いますので、もっと厳しくやっていただい

てください。 

五十嵐 結構早めにご到着いただいて、３人ないし

４人でああじゃない、こうじゃないと言いながら中間

発表を迎えたりするので、本当に間際まで資料を作っ

ていらっしゃったかと思うんですけれども、それをバ

シッと切られちゃうと、ちょっとかわいそうだなと思

いながらも、でも確かにうちの社長が言っていること

は的を得ているなと聞きながら感じています。それを

踏襲して、ちゃんと次に発表いただくときには作り上

げてきたりしていますが、そこでも、もうちょっとこ

うしたほうがいいよという話をしたりしているので、

そういったところは少しでも刺さっていただいたらい

いと考えています。 

並川 ありがとうございます。 

新新入入社社員員研研修修のの実実施施方方法法  

並川 また少し話が変わってしまいますが、先ほど、

あてま大学という形で、社員間、中での交流があまり

なかったという話をされていたんですけれども、新入

社員の研修はどういう形でされていますか。 

五十嵐 新入社員は、１年間は各部署を回る形を取

っており、そのプログラムの中で調理は調理に入るん

ですけれども、一般のサービスで希望されている方は、

上司が総支配人で、直轄になります。そのため１年間、

自分の上司は総支配人という部署に配属して、その総

支配人室にいるメンバーがトレーニングをしながら各

部署に行って、例えば３カ月だったら３カ月、同じ部

署で経験をしていただいてという形で、１年間を通し

てホテルのいろいろな仕事を経験していただく教育プ

ログラムになっています。 

入社して２週間は先ほどのマナー講師が徹底的にホ

テリエとしての立ち居振る舞いや、言葉使いなどをト

レーニングして、そこから部署に配属をして、いろい

ろな部署を経験していただきます。 

１週間に１回レポートを出していただいて、今の自

分の課題や悩み、あとはベルナティオで何ができるか

というような期待や希望というのを全部ヒアリングし

て、そのヒアリングをしたレポートに答えるのは２年

生になります。要は、今の新入社員が翌年２年生にな

るので、その２年生が自分たちが今までやってきたこ

とを今度は新入社員に伝えるような形での取り組みに

して、１年生と２年生のレポートのやりとりをしてい

るものを総支配人が見て、もっとこういうふうに指導

したほうがいいよとか、こういう悩みを抱えているん

だなと把握すれば、総支配人からそれぞれの部署の部

署長、支配人たちにいろいろアドバイスができるとい

うことで、新入社員の方々が１年間本当に働きやすい

環境を作っていくというのを取り入れています。 

並川 １年目はいろいろな部署を経験されていて、

それを踏まえて配属が決まるわけですね。 

五十嵐 そうですね。２月に新入社員のスタッフの

面談があって、いろいろ経験してきて、どの部署に自

分は配属を希望するかを聞いています。希望どおりに

いくスタッフもいれば、希望どおりにいかないスタッ

フもいます。それは、教育をしていた総支配人室のメ

ンバーだったり総支配人だったりが見て、適性を判断

したりして、本人はここを選んでいるけれども、１年

間見てきて彼だったらこっちの部署のほうが力を発揮

できるんじゃないかとか、そのまま希望どおりにいけ

ば、確かにそうだよねということでアサインしたりと

いうふうに、いろいろ考えています。 

１年生だけではなくて、われわれも１年に１回、そ

ういう希望をヒアリングする面談がありますので、そ

ういうときに、例えば５年間ここで働いていたけれど

も、こっちの部署のほうが興味があるなとか、こっち

の部署に行くと自分がこういう役に立てるという面談

があって、それで部署を異動することもあります。 

並川 結構異動はあるものなんですか。希望を出し

て異動をされる方は結構いらっしゃるんですか。 

五十嵐 多くはないかもしれないですね。 

廣井 希望して異動できる方は少ないかもしれない

ですね。適性もありますし、部門が多いですけれども、

行ける業態はある程度限られて。うちみたいな管理部

門からいきなりサービスに行くとか、現実的にはケー

スとしては少ないと思います。１年に１回定期異動が

あり、あとは不定期で動いていますけれども、比較的

異動のスピードは早いと思っております。 

五十嵐 うちは早いと思います。 
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廣井 早いですか。 

五十嵐 業務を個に付けたくないというのが、総支

配人の考え方です。その人が抜けたらその人がやって

いた業務ができなくなるような状況は作りたくないと

いうことで、３年に１回くらいいろいろな部署を経験

して、引き継いでということで、それが１年ごとに入

れ替わりができるような仕組みを作りたいということ

でやっています。３年に１回だから全然違う部署に行

くというスタンスは早いなと思っています。 

並川 ３年に１回、管理部門からほかの部門に移っ

たりという形でしょうか。 

五十嵐 管理部門だったら管理部門、経理だったり

購買や、施設があるので。 

並川 部門の中でいろいろ移動ということですか。 

五十嵐 各部門が、異動の範囲になってきますね。

まれに管理部門からサービスにとか、サービスから管

理部門にというのもありますけれど。 

藤巻 基本は同一系統のものですかね。 

五十嵐 はい。 

廣井 専門性が高い部署は、例えばサービスと購買

とか、庶務と購買とか、部門経験みたい感じで行くこ

ともありますね。 

採採用用面面接接時時ににみみるる学学生生のの資資質質  

田中 大学生に求める資質といいますか、どんなと

ころを見て採用しているのか。逆にこういう学生を育

ててほしい、ぜひこういう人間を作ってくれるとウエ

ルカムだというような資質などについて教えてくださ

い。まず面接で、どのような大学生を採用されますか。 

廣井 端的にいうと、すごくシンプルで、笑顔が最

も重要でしょうか。 

田中 笑顔の練習が必要ですね。 

藤巻 今はマスクをしているから、なかなか口角を

上げて見せることができないのでは。 

廣井 挨拶がしっかりできているかどうか。あとは

素直であれば、もうそれが全てです。結構、簡単そう

で難しいことです。 

藤巻 面接で決まるということですか。 

廣井 そうですね。面接と簡単な論文を書いてもら

っています。学生活動で苦労したこととか。 

藤巻 それを言うと、学生は本当に鏡の前でずっと

笑顔の練習しているんですよね。口角を上げる練習を

して顔が引きつったとか言っていましたけれども。 

田中 そうすると、何か大学でこういうことをやっ

てきましたと言ったほうがいいわけですか。 

廣井 協調性だとか、ある程度ストレス耐性を持っ

ていないとやっていけないので。ちょっと厳しい質問

もします。 

田中 例えばどのような質問をされるのですか。 

廣井 何か学生のときの挫折はありませんか。それ

をどういうふうに克服したんですかとかです。 

藤巻 居酒屋とかでアルバイトをやっている学生は

多いんですけれども、面接ではそういうアルバイト経

験などを質問されますか。 

廣井 結構ご本人から論文で書くことが多いですね。 

藤巻 そうですね。全く書く内容がないと困ります

よね。何かそういう学生もいたりしますけれども。 

田中 大学の専門性みたいなのはいかがですか。○

○学部から来たとか、そういう学部さんだと。経済学

部でミクロ経済を一生懸命にやってきましたとか、法

律の何とか判例をやりましたとか、そのような努力は

それほどでもないのでしょうか。 

廣井 感情的にすごいなとは思いますけれども、そ

れが全てではない思います。 

田中 全てではなくて、逆にもっと人間としてとい

うことですか。 

廣井 そうです。本当に人間性だけで、採用の程度・

パーセンテージが高いと思います。 

藤巻 資格はどうですか。例えばコンピューターに

強いとか。英語とかAIとか、そういう資格面で何か求

められるものはありますか。 

廣井 ないですね。 

藤巻 ないですか。なるほど。 

五十嵐 語学が堪能とかだったら、求められるのか

なと思うんですけど。 

廣井 アドバンテージはありますけどね。でも、か

といってそれが全てではないと思います。でも確かに

語学とか、あと旅行業に関する資格があると、少しは

有利です。でも、そういう方は専門学校生の方です。

四年制の方はあまりそこを突き詰めて勉強される方っ

て少ないですよね。 

ココロロナナ禍禍にによよるるイインンババウウンンドドへへのの影影響響  

渡邊 お聞きしていて、インバウンドは、コロナ前

と比較していかがでしょうか。 

五十嵐 そもそも、もともと私どもは、インバウン

ドは取っていませんでした。 

渡邊 ほかのところはインバウンドにすごく期待し
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ていたら、コロナで、というのをよくお聞きするんで

すけれども、今までのお話の中で、そのようなことが

出てこなかったので。 

五十嵐 そうですね。多いときでも年間6000人くら

い。それは大地の芸術祭があったときに、アジア圏の

インバウンドの方々がご利用いただいてというのはあ

ありましたが、私ども年間12万人お客さまの中の6000

人なので、微々たるところで、あまり積極的にインバ

ウンドは取っていないんですね。それはおそらく今後

インバウンドが復活したとしても、積極的にはやらな

いと思います。それは、インバウンドの方がいらっし

ゃると、日本のお客さまがあまりいいご理解を示さな

いんですね。ターゲットとしては日本のお客さまにリ

ゾートを味わっていただこうということで進めていこ

うと思っているので、インバウンドが減ったからとか、

来訪がないからベルナティオの来館が減ったというの

はほぼないですね。 

藤巻 そこのターゲット層は、大体絞っている感じ

なんですね。 

五十嵐 絞っていますね。FIT（Free Individual 

Traveler、海外個人旅行者）のインバウンドとかだっ

たら全然いいんですけれども、団体だとどうしてもイ

メージがよろしくないですね。 

藤巻 京都なんか変わってしまいましたからね。 

渡邊 そういう団体旅行というのは、イメージにそ

ぐわない感じですよね。 

教教育育旅旅行行ににおおけけるる着着地地型型ココンンテテンンツツのの提提供供  

榎本 教育旅行が増えているということでしたけれ

ども、こちらの団体客については、ほかのお客さまは

どう受け止められているんですか。 

五十嵐 教育旅行は、本当にありがたいことに私ど

もは本館と別館と建物が二つ建っていて、間がつなが

ってはいるんですけれども、別館を貸し切りにしてい

ます。そのため、別館を貸し切りで入る人数の学校さ

んを取らせていただいています。 

 
 

8 環境省のホームページに「あてま 森と水辺の教室 ポポラ」の事業

が掲載されている。この事業では、里山再生（自然環境）に係る

「調査・研究」「人材育成」「自然体験」を軸とした環境貢献事業の

榎本 ほかのお客さまとは接触が少ない訳ですね。 

五十嵐 接点がほとんどありません。それぞれの建

物に温泉もありますから、別館を貸し切りにしている

ときは別館は生徒さんだけです。使わない時間帯もも

ちろんあるので、その時間帯は一般のお客さまも使っ

て良いという形にはしています。 

榎本 なるほど。工夫されてということですね。ご

家族連れとかと接触があると、なかなか落ち着かない

ない方もいらっしゃるでしょうし。 

五十嵐 今の小学生、中学生、高校生までも取って

いますけれども、みんな品がいいというか、お上品な

方々が多いですね。 

藤巻 そうですね。そういった教育旅行というのは、

集団で寝泊まりするというのが一つの目的なんですけ

れども。京都だといろいろな神社仏閣とかがあるじゃ

ないですか。この辺だとあまりそういうのがないです

よね。 

五十嵐 ないです。 

藤巻 そこがちょっと足りない部分かなという感じ

もするんですが、大地の芸術祭や縄文遺跡などがあり

ますが、それだけでも意味があるわけですよね。また、

集団で寝泊まりしていろいろな経験をさせるというこ

とですね。 

五十嵐 はい。なので、本当に私たちは着地型で提

案しているので、あまり十日町市内とかは行くところ

が少なく、行っても清津峡くらいですかね。 

藤巻 着地型の提案とは。 

五十嵐 ホテルの中でいろいろ体験していただいた

り、あとは自然が豊かなのでネイチャー・アクティビ

ティなどを進めています。 

藤巻 そうですね。そういう意味では、生物多様性

とかの情報8がちゃんと書いてありましたね。詳しい生

物の先生がいたら、いろいろと説明ができていいのか

もしれませんね。長時間ありがとうございました。 

五十嵐 ありがとうございました。  

廣井 ありがとうございました。 

実践として、①生物多様性の保全、②持続可能な社会システムの構

築、③情報発信基地及びSDGs@商品開発、をあげている。 
http://chiikijunkan.env.go.jp/pdf/kigyo_list/27_popora.pdf 

《特集論文》 

2022 年におけるマイクロツーリズムの現状についての探索的検討 

―新潟県内在住者を対象とした調査から― 

並川 努（新潟大学） 

 

本研究では，近隣への観光の現状について調べるために，20 代から 60 代の新潟県内在住者 399
名を対象に，2022 年における観光経験の有無や，目的，観光促進のキャンペーンの利用状況，参

考にした情報源，観光動機等を尋ねる調査を行った。また，観光を行わなかった場合にはその理

由についても尋ねた。その結果，63.2%が 2022 年に新潟県内への観光を行っていたことなど，マ

イクロツーリズムに関する現状が示された。また，今後の課題として，近隣での観光の実態をよ

り詳しく把握する必要性などが指摘された。 
キーワード：新潟県，マイクロツーリズム，観光動機 
 

 

問問題題とと目目的的  

観光業は，新型コロナウイルス感染症の感染拡大に

よって大きく影響を受けたものの1つである。2020年
4 月に出された「緊急事態宣言」をはじめとして，移

動や交流が強く制限されたこともあり，観光や旅行に

対する人々の意識や行動も，2019年以前と比べてさま

ざまな形で変化しつつあることが予想される。 
そんな中，新たに注目をされている観光の形態の 1

つが，自家用車で1時間から2時間程度までの近距離

での旅行等を指すマイクロツーリズムである。星野リ

ゾート（2020）の提案などもあり，旅の新たなあり方

として捉えられており，国土交通省観光庁（2021，20
22）などでも，全国的に進展していることが指摘され

ている。 
マイクロツーリズムに着目した実証的な調査・研究

も，いくつか行われている。たとえば，日本政策投資

銀行北陸支店・富山事務所（2020）は，北陸3県（富

山・石川・福井）在住者を対象に調査を行い，2020年
5 月の緊急事態宣言解除後から 2020 年 10 月にかけて

観光に出かける人が近隣を中心に増えていたことなど

を指摘している。また，地域愛着とマイクロツーリズ

ムとの関連を検討した佐野（2021）や，マイクロツー

リズムの観光動機と観光地選択の関連を検討した小

口・山口・長田（2022）など，マイクロツーリズムと

他の変数との関連に注目した研究なども行われ始めて

いる。 

しかしながら，まだマイクロツーリズムの現状につ

いては，十分に整理されていないのが現状であると考

えられる。特に，近距離での観光・旅行は，地域ごと

の交通や地理的な状況等によっても影響を受けること

が予想されるため，さまざまな地域での課題整理等が

重要になってくると指摘できる。 
そこで，本研究では，新潟県在住の人を対象に，主

に新潟県内への観光に関する動向や，意識について基

礎的な情報を収集し，課題の整理を行うことを目的と

する。新潟県を対象としたマイクロツーリズムに関す

る研究はまだ多く行われておらず，まず基礎的な情報

を整理することは重要であると考えられる。なお，マ

イクロツーリズムは必ずしも県内のみを対象とした概

念ではないが，新潟県は面積も広く，県内でも一定の

観光需要は見込まれると考えられるため，本研究では

新潟県内在住者を対象に，新潟県内での観光に焦点を

当てた形で調査を実施する。 
具体的には，2022年における新潟県内観光の経験を

尋ね，どのくらいの人が県内に観光に行っているかを

確認する。また，県内で観光を行った人に対しては，

具体的な行先や，観光の目的，観光促進のキャンペー

ンの利用状況，参考にしたメディアなどの情報源を尋

ねることで，どこに，どのような目的で，何をきっか

けにして出かけているかを尋ね，現状について整理す

る。さらに，県内観光を行わなかった人には，行わな

かった理由を尋ね，課題やニーズ拡大の可能性等につ

いて検討を行う。また，新潟県在住の人が，近隣を観

光するとしたらどのような動機づけが関連しているの
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